
フ
イ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
一
七
九
六
年
に
ド
イ
ツ
の
ウ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
で
医
学
者
の
家
系
に
生
を
享
け
、
一

八
二
○
年
に
ウ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
て
、
内
科
・
外
科
・
産
科
学
士
の
学
位
を
得
た
。
そ
し
て
一
八
一
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ

（
１
）

の
軍
医
少
佐
と
し
て
採
用
さ
れ
、
閏
領
東
イ
ン
ド
（
ジ
ャ
ワ
）
を
経
て
一
八
一
三
一
年
（
文
政
六
年
）
に
長
崎
出
島
の
藺
館
医
師
と
し
て
着
任
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は
こ
の
頃
貿
易
相
手
国
で
あ
る
日
本
を
さ
ら
に
詳
し
く
調
査
す
る
た
め
に
、
博
物
学
の
素
養
の
あ
る
シ
ー
ポ
ル
ト
に
医
師
と
し

て
の
仕
事
の
他
に
日
本
研
究
を
委
嘱
し
た
と
い
わ
れ
る
。
若
い
シ
ー
ボ
ル
ト
は
東
洋
の
未
知
の
国
日
本
の
研
究
に
大
い
に
意
欲
を
燃
や
し
、

学
問
的
野
心
を
持
っ
て
来
日
し
た
。
日
本
で
診
療
を
し
た
り
日
本
人
に
医
学
を
教
え
た
り
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
自
ら
の
調
査
に
便
宜
を
得
る
為
の
方
便
と
し
て
診
療
を
し
た
り
医
学
教
育
を
し
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
日
本
の
蘭
学
書
生

の
熱
意
に
引
き
こ
ま
れ
て
日
本
の
蘭
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

は
じ
め
に

Ｉ
シ
ー
ボ
ル
ト
の
来
日
と
日
本
に
お
け
る
医
学
伝
習

シ
ー
ボ
ル
ト
の
臨
床
医
学

ｌ
「
蘭
方
口
伝
（
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
こ
の
検
討 蘇

罐
冤
謹
泗
牡
嗜
蕊
平
成
六
年
二
月
二
日
受
付

中

村

昭
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シ
ー
ボ
ル
ト
の
医
療
内
容
を
示
す
も
の
で
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
唯
一
の
も
の
は
、
文
政
九
年
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
江
戸
参
府
を
し
た
時

（
５
）

に
門
人
高
良
斎
に
託
し
て
作
ら
せ
た
『
薬
品
応
手
録
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
頃
入
手
可
能
な
洋
薬
を
分
類
し
て
示
し
た
簡
単
な
も
の
で
あ

（
６
）

る
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
れ
ら
の
薬
を
日
本
に
宣
伝
し
て
売
り
こ
む
目
的
で
こ
の
手
引
を
作
っ
た
と
『
江
戸
参
府
紀
行
」
に
書
い
て
い
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
一
八
二
八
年
（
文
政
十
一
年
）
秋
に
任
期
満
ち
て
日
本
を
離
れ
る
準
備
を
し
て
い
た
時
に
、
長
崎
地
方
を
台
風
が
襲
い
船
が

坐
礁
し
て
出
帆
不
能
と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
か
ね
て
か
ら
彼
の
行
動
に
不
審
を
抱
い
て
い
た
幕
府
の
探
索
の
手
が
延
び
て
、

彼
が
日
本
地
図
そ
の
他
諸
々
の
禁
制
の
品
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
て
し
ま
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
そ
の
た
め
に
さ
ら
に
一
年
間
日
本

に
拘
束
さ
れ
、
日
本
人
の
関
係
者
と
と
も
に
厳
し
い
詮
議
を
受
け
た
が
、
結
果
的
に
は
彼
は
「
日
本
御
構
（
追
放
）
」
と
い
う
比
較
的
寛
大
な

こ
こ
で
門
人
が
シ
ー
ポ
ル
ト
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
中
心
と
し
て
記
録
し
た
も
の
が
「
シ
ー
ボ
ル
ト
処
方
録
」
と
か
「
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
」

と
か
い
う
題
名
で
ま
と
め
ら
れ
そ
し
て
筆
写
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
筆
録
し
た
人
ま
た
は
そ
の
時
期
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
い
が
あ
り
、

あ
る
が
、
シ
ー
ボ
”

て
い
た
。
塾
頭
格
（

か
つ
た
で
あ
ろ
う
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
長
崎
に
来
て
早
々
に
出
島
の
藺
館
の
中
で
何
人
か
の
日
本
人
に
医
学
の
講
義
を
始
め
た
と
叔
父
へ
の
手
紙
に
書
い
て

（
２
）
（
３
）

い
る
。
ど
の
程
度
ま
と
ま
っ
た
講
義
を
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
中
西
は
い
く
つ
か
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
口
授
伝
書
と
い
わ
れ
る
も
の
の
内
容
を

紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
む
れ
古
い
体
液
説
と
そ
の
頃
の
比
較
的
新
ら
し
い
線
維
説
を
折
衷
し
た
病
理
思
想
に
基
づ
い
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
後
に
触
れ
る
。

来
日
し
た
翌
年
に
は
長
崎
奉
行
所
の
特
別
の
は
か
ら
い
で
長
崎
郊
外
の
鳴
滝
に
別
荘
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
、
週
一
回
程
度
こ
こ
へ
行
っ

て
、
動
植
物
の
調
査
や
診
療
を
行
い
、
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
日
本
人
門
人
へ
の
実
地
教
育
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
鳴
滝
塾
と
い
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
常
に
こ
こ
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
高
弟
が
塾
頭
（
初
代
美
馬
順
三
）
と
な
っ
て
取
り
し
き
つ

（
４
）

て
い
た
。
塾
頭
格
の
者
は
も
う
か
な
り
閏
学
者
と
し
て
で
き
上
っ
て
い
た
人
で
あ
る
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
シ
ー
ポ
ル
ト
の
教
育
も
な
し
得
な

一
定
の
も
の
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(76） 局/、
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処
分
と
な
っ
た
。

こ
の
処
分
は
幕
末
の
開
国
後
に
は
取
り
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
で
は
罪
人
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
り
、
ま
た
蘭
学
が
弾
圧
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
ん
だ
日
本
人
達
も
大
威
張
り
で
シ
ー
ポ
ル
ト
の
門
人
で
あ
る
と
い
っ

た
り
、
学
ん
だ
こ
と
を
出
版
す
る
の
は
困
難
な
環
境
に
あ
っ
た
。

（
【
ｊ
）

シ
ー
ボ
ル
ト
の
処
方
録
の
類
の
全
文
が
印
刷
さ
れ
た
の
は
、
門
人
の
戸
塚
静
海
の
筆
録
に
な
る
夛
－
ボ
ル
ト
処
方
録
』
が
戸
塚
武
比
古

（
８
）

に
よ
っ
て
本
誌
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
最
初
と
思
わ
れ
る
。
次
い
で
筆
者
に
よ
っ
て
「
蘭
方
口
伝
（
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
匡
が
同
じ
く
本
誌
に
紹

介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
筆
録
者
不
明
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
の
『
藺
方
口
伝
（
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
髻
を
中
心
と
し
て
「
シ
ー
ボ
ル
ト
処
方
録
」
及
び
そ
の
他
の
資
料
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

今
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
臨
床
医
学
の
実
態
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

『
藺
方
口
伝
」
は
そ
の
全
容
を
本
誌
に
発
表
し
た
の
で
、
そ
れ
を
見
て
頂
け
ば
そ
の
構
成
は
わ
か
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
概
要
を
説
明

こ
の
内
容
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
の
部
分
は
「
四
則
之
辨
」
と
い
う
文
章
か
ら
始
ま
っ
て
、
主
と
し
て
治
療
の

シ
ー
ポ
ル
ト

原
則
と
治
療
薬
の
分
類
を
述
べ
て
い
る
。
以
後
こ
れ
を
第
一
部
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
第
二
の
部
分
は
「
失
勃
児
杜
験
方
録
」
と
い
う
見
出

し
で
、
下
に
「
和
藺
紀
元
千
八
百
二
十
三
年
ョ
リ
ニ
十
七
年
迄
、
本
邦
文
政
六
年
ョ
リ
十
年
迄
二
当
ル
」
と
割
注
を
つ
け
、
以
下
百
九
十
七

条
の
処
方
ま
た
は
治
験
例
を
順
不
同
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
こ
の
『
蘭
方
口
伝
』
の
主
要
部
分
で
あ
る
。
以
後
こ
れ
を
「
験
方

録
」
と
略
記
す
る
。
第
三
の
部
分
は
「
附
諸
説
記
聞
」
と
い
う
見
出
し
で
、
蘭
方
医
学
に
関
す
る
雑
録
が
少
し
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
論
文
で

録
」
と
略
記
す
る
。

は
取
り
上
げ
な
い
。

以
上
の
内
容
を
、

し
て
お
ノ
く
、
。

え
て
行
く
。

一
、
治
療
の
原
則
と
治
療
薬
の
分
類
、
二
、
主
な
疾
患
の
治
療
、
三
、
主
な
治
療
法
の
三
つ
の
節
に
分
け
て
検
討
を
加

ワ
ｊ

序
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こ
の
文
章
の
中
で
我
が
師
の
後
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
罪
人
に
な
っ
た
た
め
に
そ
の
名
前

を
出
す
こ
と
を
障
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
考
え
は
、
医
は
「
自
然
良
能
」
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
以
来
の
医
学
思
想
で
あ
り
、
近
世
で
は
ま
た
か
の
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
に
よ
っ
て
宣
揚
さ
れ
た
考
え
方
で
あ
っ
て
、
シ

（
９
）

１
ボ
ル
ト
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。

Ｈ
四
則
之
辨

こ
れ
は
漢
文
で
医
学
及
び
医
療
の
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
も
ち
ろ
ん
オ
ラ
ン
ダ
語
で
教
え
た
の
だ
ろ

う
が
、
漢
文
の
素
養
の
あ
る
門
人
が
漢
文
で
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
書
き
下
し
文
に
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
以
前
の
藺
方
医
学
の
書
で
も
、
例
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
の
ゴ
ル
テ
ル
の
原
著
を
宇
田
川
玄
随
が
訳
し
、
養
嗣
子
の
玄
真
が
補
訂
し

）

ソ
レ
医
ハ
自
然
ノ
臣
僕
ナ
リ
。
病
ハ
自
然
ノ
変
動
ナ
リ
。
イ
ャ
シ
ク
モ
身
体
邪
毒
ア
レ
バ
、
変
動
乃
チ
発
シ
テ
以
テ
ソ
ノ
害
ヲ
濱
斥
ス
。

コ
レ
自
然
ノ
勢
ナ
リ
。
ソ
ノ
勢
ヲ
推
シ
、
ソ
ノ
機
ヲ
察
シ
、
而
シ
テ
コ
レ
ヲ
左
右
ス
ル
ヲ
上
工
名
医
卜
謂
ウ
。
モ
シ
ソ
レ
邪
毒
身
体
ヲ

冒
セ
バ
変
動
ヲ
発
ス
ル
能
ワ
ザ
ル
ナ
リ
。
イ
ヤ
シ
ク
モ
変
動
ナ
ク
ン
バ
則
チ
名
工
モ
術
ヲ
施
ス
地
ナ
シ
・
神
仙
モ
薬
ヲ
与
ウ
ル
所
ナ
シ
。

蓋
シ
四
則
ハ
邪
ヲ
駆
逐
ス
ル
常
路
、
処
方
ノ
門
戸
ナ
リ
。
凡
ソ
百
疾
ソ
ノ
症
多
端
ト
雌
モ
、
コ
ノ
常
路
ョ
リ
出
デ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
医

コ
イ
ネ
ガ
ワ
ク

コ
レ
ニ
ョ
ッ
テ
病
機
ヲ
察
シ
、
コ
レ
ヲ
推
シ
テ
方
剤
ヲ
処
ス
。
庶
幾
ハ
大
綱
ヲ
失
ワ
ザ
ラ
ン
カ
。
コ
レ
我
ガ
師

ナ
ン
ジ

ッ
ツ

先
生
ノ
秘
訣
、
探
ク
コ
レ
ヲ
蘭
室
一
一
蔵
シ
テ
容
易
一
一
人
二
許
サ
ズ
。
今
吾
子
志
ノ
厚
キ
ヲ
見
テ
コ
レ
ヲ
蕗
ム
ニ
忍
ビ
ズ
、
謹
シ
ン
デ
コ

ナ
ン
ジ

ユ
ル
ガ
セ

レ
ヲ
子
二
授
ク
。
ソ
レ
コ
レ
ヲ
忽
ニ
ス
ル
勿
レ
。

一
治
療
の
原
則
と
治
療
薬
の
分
類

四
則
ノ
辨
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（
川
）

た
墨
諦
内
科
撰
要
」
の
熱
病
篇
に
も
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

ソ

其
二
ハ
唯
自
然
良
能
ノ
常
道
二
随
テ
其
運
行
ヲ
順
調
ス
ル
ノ
法
ナ
リ
。
夫
レ
生
気
ノ
運
行
其
毒
ヲ
駆
除
ス
ル
ノ
宜
二
適
シ
テ
大
過
不
及

ノ
偏
ナ
キ
時
ハ
能
ク
其
熱
毒
ヲ
制
服
シ
テ
駆
除
ス
ル
事
是
レ
自
然
良
能
ノ
常
道
ニ
シ
テ
更
二
他
力
ヲ
假
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
然
ル
ー
若
シ

其
運
行
或
ハ
太
過
或
ハ
不
及
ナ
ル
事
ア
ル
時
ハ
其
ノ
自
然
ノ
カ
此
熱
毒
ヲ
制
服
駆
除
ス
ル
事
能
ハ
ズ
。
是
二
於
テ
其
弱
ニ
シ
テ
不
及
ナ

ア
タ

ル
者
ハ
是
ヲ
増
益
シ
、
其
強
ニ
シ
テ
太
過
ナ
ル
者
ハ
是
ヲ
減
損
シ
テ
其
自
然
ヲ
助
テ
度
二
中
ラ
シ
メ
、
以
テ
其
疾
二
勝
シ
ム
ル
ナ
リ
。

こ
れ
は
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
あ
り
、
前
の
「
四
則
之
辨
」
の
説
明
に
な
る
。
ま
た
次
に
出
て
来
る
「
二
性
」
の
説
明
と
も
な
る
。

ま
た
京
都
の
藺
方
医
で
あ
る
小
森
桃
垢
は
自
分
で
藺
方
医
学
を
消
化
し
た
結
果
を
『
病
因
精
義
」
と
し
て
、
文
政
十
年
ち
ょ
う
ど
シ
ー
ボ

ル
ト
が
日
本
に
い
た
時
に
刊
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
病
編
の
中
で
こ
れ
と
同
様
な
考
え
方
を
述
べ
「
医
ハ
自
然
良
能
ノ
臣
僕
ナ
リ
」
と
い

（
Ⅱ
）

っ
て
い
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
も
桃
嶋
の
学
識
を
高
く
評
価
し
、
文
政
九
年
の
江
戸
参
府
の
折
に
は
そ
の
往
路
で
も
復
路
で
も
京
都
で
桃
垢
と
面

（
皿
）

会
し
、
彼
を
ョ
①
冒
卑
①
匡
且
と
い
っ
て
い
る
。

②
二
性
と
四
則

次
に
記
さ
れ
て
い
る
二
性
と
四
則
は
漢
方
の
陰
陽
虚
実
寒
熱
表
裏
の
考
え
方
に
似
て
い
る
。
日
本
の
蘭
学
者
に
漢
方
の
素
養
が
あ
っ
た
た

め
に
こ
う
い
う
書
き
方
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
西
洋
に
も
そ
う
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
に
現
れ

た
緊
張
学
説
（
線
維
学
説
）
は
二
つ
の
相
対
す
る
力
の
平
衡
と
い
う
こ
と
を
唱
え
て
い
た
し
、
一
九
世
紀
初
期
の
ロ
マ
ン
派
医
学
も
、
陰
陽
の

（
Ⅲ
）

対
極
に
よ
っ
て
生
理
や
病
理
を
説
明
す
る
漢
方
医
学
の
よ
う
な
観
点
を
持
っ
て
い
た
。

二
性
寒
（
不
及
）
熱
（
太
過
）
也

サ
ク

○
千
病
百
症
と
錐
モ
此
ニ
ッ
ヲ
出
ズ
、
比
し
病
ノ
大
段
落
、
豚
ハ
遅
数
ノ
外
ナ
シ
、
浮
沈
ハ
取
ル
ベ
ヵ
ラ
ズ

／ワQ1
1ILノノ
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あ
る
が
、
現
実
の
治
療
は
こ
（

考
え
を
加
味
し
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
こ
の
六
法
に
相
当
す
る
薬
剤
を
分
類
し
て
合
計
十
八
道
薬
剤
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
洋
薬
に
漢
薬
を
少
し
混
え
て
多
数
列
挙
し

て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
洋
薬
は
必
ず
し
も
当
時
の
日
本
で
入
手
で
き
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
別
の
項
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
常
用
薬

こ
れ
は
治
療
法
を
こ
の
よ
う
に
大
き
く
六
種
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
の
四
種
は
体
液
病
理
学
説
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
後
の
二
種
は
線
維
学
説
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
医
学
を
学
ん
だ
の
は
ド
イ
ツ
の
ロ
マ
ン
派
医
学
の
時
代
で

あ
る
が
、
現
実
の
治
療
は
こ
の
よ
う
な
折
衷
的
な
考
え
に
よ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
外
科
的
な
疾
患
に
対
し
て
は
固
体
病
理
的
な

鰍
腫
衰
弱
皮
表
第
一
道
胄
腸
也

倣
腫
は
炎
症
で
あ
る
か
ら
熱
で
あ
り
、
ま
た
積
極
的
な
反
応
で
あ
る
か
ら
漢
方
で
い
う
実
に
当
る
で
あ
ろ
う
。
衰
弱
は
寒
で
あ
り
、
虚
で

あ
る
。
皮
表
は
も
ち
ろ
ん
表
で
あ
り
、
第
一
道
胄
腸
は
裏
で
あ
る
。

サ
ク

○
遅
ハ
不
及
ニ
シ
テ
寒
ナ
リ
、
数
ハ
太
過
一
一
シ
テ
熱
ナ
リ

サ
ク

○
数
卜
雛
モ
カ
ナ
キ
ハ
虚
ニ
シ
テ
寒
ナ
リ
、
遅
卜
錐
モ
緊
洪
ナ
ル
ハ
太
過
ニ
シ
テ
熱
ナ
リ
、
刺
絡
渭
凉
ヲ
行
フ
ベ
シ

サ
ク

こ
こ
で
数
と
い
っ
て
い
る
の
は
漢
方
用
語
で
頻
豚
の
こ
と
で
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
、
豚
診
で
大
切
な
こ
と
は
遅
速
と
力
（
現
今
の
血
圧
に
相

当
）
で
あ
っ
て
、
漢
方
で
い
う
豚
の
浮
沈
は
取
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
い
る
。

③
六
法
と
十
八
道
薬
剤

漏
泄
分
解
清
涼
収
酸
強
壮
緩
李

ﾛｰ

ﾉ、

ｼ土
1←ミ

四
則
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は
そ
の
頃
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
ｐ

伝
え
た
意
義
は
大
き
い
。

な
お
こ
れ
よ
り
後
、
幕
末
の
蘭
学
者
で
あ
る
広
瀬
元
恭
は
『
三
才
雑
辨
」
と
い
う
著
書
で
、
二
性
、
四
則
、
六
法
、
十
八
道
薬
剤
の
考
え

（
Ｍ
）

方
を
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
シ
ー
ボ
ル
ト
の
口
伝
の
系
統
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

方
も
可
能
で
あ
る
。

と
い
う
も
の
二
十
九
種
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
漢
薬
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
漢
藺
折
衷
で
あ
っ
た
と
い
う
見

初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
ウ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
医
学
部
卒
業
に
際
し
て
内
科
、
外
科
、
産
科
の
学
位
を
獲
得
し
た
。
そ

の
他
に
眼
科
も
得
意
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
へ
来
た
の
は
卒
業
し
て
か
ら
三
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
彼

（
脂
）

は
そ
の
頃
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
多
種
類
の
医
学
教
育
コ
ー
ス
の
中
で
最
高
の
課
程
を
経
た
の
で
あ
り
、
当
時
の
西
洋
の
最
新
医
学
を
わ
が
国
へ

唯
一
人
の
西
洋
人
医
師
と
し
て
日
本
へ
赴
任
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
全
科
を
診
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
人
医
別

具
体
的
薬
物
名
は
原
資
料
を
参
照
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
六
法
に
基
づ
く
薬
剤
の
分
類
だ
け
を
紹
介
し
て
お
く
。

漏
泄
ハ
吐
下
、
利
尿
、
発
汗
、
殺
虫
、
駆
風
、
吐
疾
是
也

分
解
ハ
通
経
、
破
石
、
駆
風
、
吐
疾
是
也

清
凉
ハ
諸
清
凉
剤
、
刺
絡
、
下
剤
、
吐
剤
是
也

強
壮
ハ
強
脳
、
健
胄
、
収

緩
李
ハ
甘
和
、
鎮
痙
是
也

漏
泄
ハ
吐
下
、
利
［

分
解
ハ
通
経
、
破
一

清
凉
ハ
諸
清
凉
剤
、

収
酸
ハ
吸
酸
是
也

二
主
な
疾
患
の
治
療 収

欽
、
止
腐
是
也
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こ
の
「
験
方
録
」
で
悪
性
腫
瘍
と
思
わ
れ
る
も
の
は
八
例
あ
る
。
こ
の
頃
は
十
八
世
紀
の
モ
ル
ガ
ー
ニ
の
病
理
解
剖
学
よ
り
後
の
時
代
で

あ
る
か
ら
、
当
然
悪
性
腫
瘍
と
い
う
観
念
は
あ
っ
た
。
八
例
の
う
ち
癌
と
い
う
字
は
三
例
で
使
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
引
用
す
る
の
は
次
の

カ
ン
ク
ル

よ
う
に
鰕
瘍
と
舌
疽
で
あ
る
。
そ
の
他
、
次
の
婦
人
科
の
項
で
引
用
す
る
子
宮
頑
腫
と
い
う
の
も
あ
る
。

カ
ン
ク
ル

（
三
六
）
鰕
瘍
裁
断
ノ
前
識
花
ス
ル
時
ノ
方

キ
ナ

メ
ン
タ

吉
納
大
黄
硝
石
甘
草
薄
荷
カ
ノ
コ
ソ
ウ

師
に
対
し
て
一
人
で
全
科
の
医
学
教
育
を
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
幕
末
の
ポ
ン
ペ
で
も
同
じ
で
あ
る
が
、
ポ
ン
ペ
は
最
初
か
ら
系
統

的
な
教
育
を
目
的
と
し
て
来
日
し
た
点
が
異
な
る
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
「
験
方
録
」
は
順
序
不
同
の
記
録
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
全
科
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
現
代
医
学
の
立
場
か
ら

主
な
疾
患
別
に
整
理
し
、
実
例
を
引
用
し
て
検
討
す
る
。
資
料
の
引
用
に
当
っ
て
は
、
異
体
字
、
送
り
仮
名
等
は
読
み
や
す
く
改
変
し
た
。

頭
に
つ
け
た
（
）
内
の
漢
数
字
は
「
験
方
録
」
の
条
項
の
番
号
で
あ
る
。

カ
ン
ク
ル

鰕
瘍
と
記
し
て
い
る
が
、
ど
こ
の
癌
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
癌
が
外
表
に
識
花
し
た
場
合
に
、
洗
源
、
鎮
静
等
の
前
処
置
を
し
て
裁
断
す

る
手
順
を
述
べ
、
そ
の
後
の
痙
痛
に
対
し
て
は
内
服
薬
を
処
方
し
て
い
る
。
な
お
、
コ
ロ
イ
ド
胃
屋
屋
と
い
う
の
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
生
薬
の

側
悪
性
腫
瘍
の
治
療

大
黄
龍
胆

右
三
味
内
服

ム
ー
ト
ル
コ
ロ
イ
ド
苦
萱

右
単
味
水
煎
患
処
ヲ
洗
う

大
黄
龍
胆
硝
石

吉
納
大
黄
硝

右
水
煎
右
外
用
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剤
を
処
方
し
て
い
る
。

こ
と
で
あ
る
。

②
婦
人
科
疾
患
の
治
療

産
科
婦
人
科
に
属
す
る
疾
患
も
十
二
項
と
多
い
。
そ
の
う
ち
の
二
つ
を
引
用
す
る
。

（
四
四
）
老
婦
当
肝
脾
部
頑
硬
シ
イ
ボ
ル
ト
云
子
宮
頑
腫

ド
ロ
ッ
プ

ア
ッ
サ
フ
ー
チ
ダ
阿
魏
一
菱
カ
ノ
コ
ソ
ウ
ヒ
ョ
シ
ヤ
モ
ス
五
分
甘
草
膏
四
斐

右
二
百
六
十
九
丸
ト
シ
毎
日
十
五
丸
ヲ
服
ス

こ
れ
は
子
宮
癌
が
肝
臓
な
ど
に
転
移
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
然
姑
息
的
な
治
療
し
か
な
い
・
ア
ッ
サ
フ
ー
チ
タ
ン
の
呉
○
呂
烏
は
漢
名
が

阿
魏
で
、
十
八
道
薬
剤
で
は
通
経
剤
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
ヒ
ョ
シ
ャ
モ
ス
題
言
の
Ｑ
四
日
ロ
の
は
ナ
ス
科
の
植
物
で
有
効
成
分
が
ヒ
オ
ス
チ
ァ

ミ
ン
で
、
阿
片
と
と
も
に
麻
痒
剤
に
入
っ
て
い
る
。

ま
た
次
の
項
も
子
宮
癌
の
よ
う
で
あ
る
が
、
帯
下
の
ひ
ど
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

（
九
七
）
婦
人
白
帯
下
変
ジ
テ
赤
帯
下
ト
ナ
リ
陰
門
鰍
衝
尿
時
二
当
り
痛
キ
者

蜀
葵
煎
汁
適
宜
硝
石
一
菱
ズ
ワ
フ
ル
シ
ュ
ー
ル
硫
黄
精
六
滴

次
に
舌
疽
の
例
を
あ
げ
る
。

（
二
二
）
舌
疽
初
発
、
其
ノ
頑
肉
ヲ
切
去
り
、
後
顎
下
人
迎
ノ
辺
二
梅
核
ノ
如
キ
物
ヲ
生
ジ
、
強
ク
之
ヲ
押
セ
バ
其
ノ
痛
舌
根
二
牽
引

ス
、
否
レ
バ
痛
マ
ズ
、
漸
次
二
大
ナ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
（
処
方
略
）

こ
れ
は
舌
癌
手
術
後
の
リ
ン
パ
節
転
移
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
後
痙
痛
が
激
し
い
時
は
ラ
ウ
ダ
ニ
ュ
ム
と
い
う
阿
片
チ
ン
キ
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あ
る
。 こ

れ
は
徽
毒
の
第
三
期
で
骨
に
ゴ
ム
腫
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
シ
ル
パ
ソ
ウ
ダ
普
］
菌
胃
ｇ
３
は
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
芒
硝
と
同

じ
で
あ
る
。
硝
石
も
芒
硝
も
下
剤
と
し
て
用
い
て
い
る
。
即
ち
毒
を
下
す
と
い
う
考
え
方
で
、
古
代
か
ら
洋
の
東
西
に
共
通
の
医
学
思
想
で

匁
で
あ
る
。

が
、
江
戸
時
代
一

し
を
引
用
す
る
。

右
の
処
方
で
は
水
銀
剤
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
頃
徽
毒
に
対
し
て
水
銀
剤
は
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
も
中
国
で
も
日
本
で
も
主
要
な
薬
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
主
と
し
て
軽
粉
等
の
形
で
内
服
さ
れ
、
そ
れ
も
瞑
眩
す
る
ま
で
服
む
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
て
、
水
銀
剤
中
毒
が

③
徽
毒
の
治
療

（
略
）

徽
毒
は
十
六
世
紀
大
航
海
時
代
に
世
界
中
に
広
が
り
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
も
非
常
に
蔓
延
し
て
い
た
。
現
代
で
は
梅
毒
と
書
い
て
い
る

、
江
戸
時
代
で
は
大
体
徽
毒
と
書
い
て
い
た
の
で
そ
れ
に
従
う
。
「
験
方
録
」
で
は
徽
毒
に
関
す
る
項
は
十
六
と
多
い
が
、
そ
の
う
ち
の
少

蜀
葵
は
緩
和
剤
、
ズ
ワ
フ
ル
シ
ュ
ー
ル
は
硫
酸
で
止
腐
剤
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
上
と
い
う
字
は
匙
と
同
じ
で
、
一
七
は
約
四
美
Ⅱ
四

硝
石
一
菱
シ
ル
パ
ソ
ウ
ダ
岬
腰
」
硝

右
水
九
十
六
美
二
溶
解
シ
薄
荷
油
四
滴
ヲ
加
へ
毎
時
二
七

カ
ヤ
ブ
ー
テ
油
二
十
斐
硫

右
混
和
毎
日
患
部
二
擦
ス

又
其
ノ
外
用
法

左
合
毎
時
二
上

（
二
徽
毒
ニ
テ
臂
ノ
辺
経
久
腫
瘍

ン
ル
パ
ソ
ウ
ダ
州
幟
芒
硝

砿
砂
二
芙
胆
ハ
油
二
美
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多
か
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
そ
れ
に
心
を
痛
め
て
い
た
が
、
彼
も
頑
固
難
治
の
徽
毒
に
は
水
銀
軟
膏
の
塗
擦
療
法
を
す
す
め
て
お
り
、
二
十

七
日
間
で
一
ク
ー
ル
と
な
る
治
療
法
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
部
分
を
紹
介
す
る
。

こ
れ
は
水
銀
療
法
と
下
剤
療
法
と
温
浴
療
法
の
併
用
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）

ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
と
同
時
代
人
で
且
つ
学
問
的
に
も
近
い
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
同
月
三
国
島
呂
冨
①
昌
目
目
を
緒
方
洪
庵
が
訳
し
た
「
扶
氏

（
腿
）

経
験
遺
訓
」
を
見
る
と
、
徽
毒
の
項
に
吐
誕
擦
法
と
し
て
水
銀
軟
膏
療
法
を
述
べ
て
い
る
。
誕
か
ら
毒
が
排
出
さ
れ
る
と
考
え
た
よ
う
で
あ

る
。
徽
毒
治
療
の
諸
法
の
う
ち
で
最
も
有
効
だ
が
最
も
峻
劇
で
あ
る
と
注
し
て
い
る
。
施
行
法
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ク
イ
キ
サ
ル
フ

吐
涯
擦
法
一
一
ハ
規
吉
撒
爾
弗
（
水
銀
軟
膏
）
ヲ
用
フ
、
毎
日
一
二
銭
宛
体
表
諸
部
位
地
ヲ
易
ヘ
テ
之
ヲ
擦
シ
、
兼
テ
微
温
浴
ヲ
行
上
、
攝

養
ヲ
厳
ニ
シ
、
或
ハ
断
食
法
ヲ
命
ジ
、
以
テ
吐
誕
ヲ
発
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
シ

初
日
下
剤
ヲ
用
ュ
其
ノ
方

右
水
十
二
オ
ン
ス
ニ
煮
テ
毎
時
一
茶
碗
ヲ
用
１

二
日
早
朝
温
湯
二
浴
シ
夜
モ
又
温
湯
二
浴
シ
而
シ
テ
前
方
ノ
下
剤
ヲ
用
１
、
但
シ
入
湯
後
服
ス
ベ
シ
、
入
湯
中
ハ
服
ス
ル
コ
ト
勿
レ

三
日
ケ
レ
イ
ス
メ
ル
キ
ュ
ル
サ
ル
フ
（
灰
色
水
銀
軟
膏
）
｜
一
美
ヲ
取
り
足
ノ
先
ョ
リ
膝
二
至
ル
マ
デ
摩
擦
ス
ベ
シ

四
日
前
日
ノ
儘
ニ
シ
テ
何
モ
用
ヒ
ズ
シ
テ
置
ク
ベ
シ

五
日
早
晨
前
コ
ノ
菅
一
美
ヲ
取
り
膝
ヨ
リ
腰
二
至
ル
マ
デ
摩
擦
ス
ベ
シ

芒
硝
八
美
紫
茉
莉
根
一
分
六
厘
強

（
中
略
）

廿
七
日

（
二
五
）
経
久
徽
毒
頑
固
難
治
者

温
湯
二
浴
シ
、
石
鹸
及
火
酒
ヲ
以
テ
洗
上
而
シ
テ
新
衣
二
換
へ
清
凉
ノ
居
室
二
移
ス
ベ
シ
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大
黄
は
下
剤
、
吐
根
は
吐
割

酸
を
含
み
鎮
静
作
用
が
あ
る
。

泌
尿
器
疾
患
は
七
項
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
項
は
淋
疾
で
あ
る
。
淋
疾
は
古
く
か
ら
徽
毒
と
混
同
さ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
コ
ー
ル

（
四
）

（
四
８
ａ
）
が
一
八
三
七
年
に
淋
病
徽
毒
異
毒
説
を
発
表
し
て
か
ら
漸
く
別
疾
患
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
シ
ー

ポ
ル
ト
の
来
日
よ
り
も
後
で
あ
る
が
、
「
験
方
録
」
を
見
る
と
シ
ー
ボ
ル
ト
は
徽
毒
と
淋
病
を
一
応
別
疾
患
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
淋
疾

の
一
例
を
引
用
す
る
。

次
に
陰
雲
腫
脹
の
治
療
法
と
病
理
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
て
い
る
項
が
あ
り
、
そ
の
全
文
を
引
用
す
る

4） 二
十
世
紀
の
中
頃
に
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
利
用
可
能
に
な
る
ま
で
水
銀
剤
療
法
は
行
わ
れ
て
い
た
。

（
一
○
二
）
陰
雲
水
療
法

ポ
ン
プ

ト
ロ
イ
カ
ル
ヲ
挿
テ
陰
襄
ヨ
リ
水
液
ヲ
漏
出
シ
其
跡
二
卿
筒
ヲ
以
テ
漏
レ
タ
ル
液
ノ
量
ダ
ケ
赤
葡
萄
酒
水
各
半
ヲ
射
入
シ
其
ロ
ー
乾
撒

糸
ヲ
充
シ
、
此
ノ
如
ク
毎
日
前
ノ
如
ク
相
施
ス
ベ
シ
又
内
服
方
硝
石
一
味
溶
化
剤

若
シ
揺
搦
ヲ
発
ル
時
ハ
腹
部
一
一
縛
帯
ヲ
施
ス
ト
云
、
シ
イ
ボ
ル
ト
云
ク
陰
襄
腫
二
三
腫
ノ
起
原
ア
リ
、
一
ハ
水
ョ
リ
ス
ル
者
、
ニ
ハ
頑

硬
ョ
リ
為
ス
者
、
三
ハ
腹
膜
破
裂
ョ
リ
ナ
ス
者
也
、
腹
膜
破
裂
ハ
之
ヲ
収
ル
時
暫
ク
旧
二
復
ス
ト
雌
モ
従
テ
下
垂
ス
、
食
後
其
ノ
膨
張

（
四
○
）
淋
家
脚
膝
酸
痒
シ
眩
量
ス
ル
者

大
黄
五
分
カ
ノ
コ
ソ
ウ
ニ
菱
吐
根
一
ス
ク
リ
ュ
ペ
ル

右
水
九
十
六
菱
ニ
テ
煎
ジ
甘
硝
石
精
五
分
加
へ
朝
夕
一
ヒ
ヲ
服
ス

ス
ル
ヲ
覚
フ
是
其
ノ
徴
也

泌
尿
器
疾
患
の
治
療

陰
雲
水
療
法

吐
根
は
吐
剤
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
毒
を
排
泄
さ
せ
よ
う
と
い
う
治
療
で
あ
る
。
カ
ノ
コ
ソ
ウ
は
漢
名
纈
草
で
バ
レ
リ
ア
ン
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こ
の
項
の
前
半
で
述
べ
て
い
る
の
は
陰
襄
水
腫
を
赤
葡
萄
酒
で
処
置
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
の
日
本
で
は
ま
だ
葡
萄
酒
は
作
っ
て

（
帥
）

お
ら
ず
、
小
森
桃
場
の
『
藺
方
枢
機
」
（
ブ
カ
ン
唇
ｏ
冨
二
原
著
）
で
は
葡
萄
酒
は
焼
酒
で
代
用
と
書
い
て
あ
る
。
後
半
で
は
陰
襄
の
腫
脹
に
は

水
腫
と
腫
瘍
と
脱
腸
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

⑤
眼
疾
患
の
治
療

眼
科
も
シ
ー
ボ
ル
ト
が
得
意
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
験
方
録
」
一
九
七
舌

り
多
い
。
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
に
散
瞳
剤
に
言
及
し
て
い
て
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

ヒ
ル
セ
ン
コ
ロ
イ
ド
国
厨
目
胃
匡
己
は
ヒ
ョ
シ
ャ
モ
ス
と
同
じ
で
あ
る
。
ナ
ス
科
の
植
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
莨
菩
で
代
用
す
る
と
い
う
わ
け

で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
莨
若
と
い
う
の
は
ハ
シ
リ
ド
コ
ロ
砕
呂
○
房
旨
ｇ
己
の
四
で
あ
る
。
莨
若
に
関
し
て
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
商
館
長
ス

テ
ュ
ル
レ
ル
と
と
も
に
江
戸
に
上
っ
た
時
に
将
軍
家
の
侍
医
の
土
生
玄
碩
が
拝
領
の
葵
の
紋
服
を
贈
っ
た
り
し
て
シ
ー
ポ
ル
ト
か
ら
聞
き
出

そ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
長
崎
で
は
門
下
生
に
こ
の
よ
う
に
教
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
土
生
玄
碩
は
葵
の
紋
服
の
件
が
後
に
発
覚
し
、

い
わ
ゆ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
連
坐
し
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
た
。

二
○
五
）
内
障
瞳
孔
散
大
ノ
者

ヒ
ョ
シ
ヤ
モ
ス
十
五
ヶ
レ
ィ
ン
ジ
キ
タ
ー
リ
ス
十
ヶ
レ
ィ
ン
甘
草
少

右
三
味
丸
ト
為
シ
三
日
用
上
尽
ス

凡
ソ
亜
鉛
華
及
ジ
キ
タ
ー
リ
ス
ヲ
点
ズ
ル
時
ハ
瞳
ヲ
シ
テ
広
潤
ナ

膿
満
眼
ノ
証
、
上
面
緑
色
ヲ
帯
モ
ノ
ハ
徽
毒
ョ
リ
来
ル
兆
ナ
リ
、

針
術
前
二
瞳
子
ヲ
開
カ
セ
広
メ
ン
為
ニ
ヒ
ル
セ
ン
コ
ロ
イ
ト
井
二

砦
、
和
藺
甚
ダ
多
シ
、
種
ヲ
下
セ
バ
生
育
ス
ト
云

眼
疾
患
の
治
療

○
五
）
内
障
瞳
孔
散
大
ノ
者

ラ
シ
メ
烏
頭
煎
ヲ
点
ズ
ル
時
ハ
瞳
子
ヲ
シ
テ
縮
少
セ
シ
ム
ル
ナ
リ

眼
目
ノ
峨
痛
軟
和
ニ
ス
ル
ハ
獣
美
ノ
骨
髄
ヲ
点
ズ
ル
コ
ト
ァ
リ

シ
キ
フ
タ
及
阿
片
汁
ヲ
眼
内
二
点
ズ
、
ヒ
ル
セ
ン
コ
ロ
イ
ド
代
用
莨

九
七
項
の
う
ち
二
四
項
が
眼
科
疾
患
で
あ
る
か
ら
か
な
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か
な
り
微
細
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
点
眼
薬
と
眼
軟
膏
の
処
方
で
あ
る
。

シ
ー
ポ
ル
ト
の
高
弟
の
高
良
斎
は
特
に
シ
ー
ボ
ル
ト
に
親
灸
し
て
眼
科
を
専
攻
し
得
意
と
し
た
が
、
シ
ー
ポ
ル
ト
離
日
後
出
版
し
よ
う
と

（
・
馴
）

し
た
著
書
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
前
が
出
て
い
る
故
に
発
禁
と
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
っ
て
シ
ー
ボ
ル
ト
伝
授
の
医
学
の
普

及
が
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

佑
皮
虐
猿
馬
α
推
跨

皮
層
病
は
い
つ
の
時
代
で
も
多
い
が
、

「
痘
瘡
治
方
大
要
」
と
し
て
痘
瘡
の
分
罎

） 眼
科
の
処
方
例
を
あ
と
一
つ
あ
げ
て
お
く
。

（
一
一
四
）

第
一
区
耐

真
痘
而

第
二
、
発
畔

初
発
再

右
ヘ
ッ
ト
獣
脂
二
和
シ
点
ズ
ル
モ
可
也

（
四
七
）
角
膜
ノ
｛

蘆
蒼
六
ヶ
レ
ィ
ン
孟

右
蜀
葵
煎
汁
一
六
芙

又
方
亜
鉛
華
少
許

皮
虐
疾
患
の
治
療

假
痘

発
時
局

起
脹

区
別 角

膜
ノ
白
膜
ヲ
去
ル
方

時
代
で
も
多
い
が
、
こ
の
「
験
方
録
」
で
は
徽
毒
は
別
と
し
て
そ
れ
以
外
の
皮
層
疾
患
が
二
十
三
項
あ
る
。

と
し
て
痘
瘡
の
分
類
と
治
療
法
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
た
も
の
を
部
分
的
に
紹
介
す
る
。

孟
耒
一
ヶ
レ
ィ
ン
ラ
ウ
タ
ニ
ユ
ム
計
稲
キ
時
ハ
阿
片
二
厘

美
中
二
和
シ
鬚
上
二
点
ズ
ル
事
二
三
次

潅
膿
結
痂

水
痘
稀
痘

そ
の
中
で
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即
ち
こ
れ
は
痘
の
類
別
と
痘
瘡
の
正
常
な
経
過
と
異
常
な
経
過
を
記
し
、
経
過
が
順
調
の
場
合
は
特
別
治
療
す
る
必
要
は
な
く
、
炎
症
が

悪
化
し
て
鰍
腫
熱
、
神
経
熱
、
さ
ら
に
腐
敗
熱
等
の
性
質
を
帯
び
た
時
の
治
療
法
を
述
べ
て
い
る
。

痘
瘡
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
頃
非
常
に
多
か
っ
た
が
、
十
八
世
紀
未
に
ジ
ェ
ン
ナ
ー
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
種
痘
法
が
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
も
う

普
及
し
て
い
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
痘
苗
を
日
本
に
持
っ
て
来
て
種
痘
を
試
み
た
が
、
痘
苗
が
変
質
し
て
い
て
成
功
し
な
か
っ
た
。
わ
が
国
で

種
痘
が
普
及
す
る
の
は
こ
れ
よ
り
約
三
十
年
後
、
幕
末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
中
で
も
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
下
で
あ
っ
た
伊
東
玄
朴
、
戸
塚

静
海
等
の
努
力
に
よ
っ
て
江
戸
に
種
痘
所
が
創
立
さ
れ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
小
児
湿
疹
の
例
を
引
い
て
お
く
。

（
一
七
四
）
小
児
小
瘡
ヲ
発
シ
酸
痒
ス
ル
モ
ノ
鯏
姑
石
二
十
ヶ
レ
ィ
ン
硫
黄
三
十
ヶ
レ
ィ
ン
サ
ッ
サ
フ
ラ
ス
四
葵
龍
脳
十
ヶ
レ
ィ
ン
沙
糖

善
痘
倣
腫
熱
痘
神
経
熱
痘
腐
敗
熱
痘

各
四
時
二
従
テ
薬
品
ノ
区
別
ア
リ
、
四
時
ハ
発
時
局
ナ
リ

第
三
痘
性
質

鰍
腫
熱
痘
ハ
清
凉
下
剤
即
チ
答
末
林
度
満
那
カ
ロ
メ
ー
ル
ノ
美
ナ
リ
、
而
シ
テ
発
汗
剤
ヲ
兼
用
ス
ベ
シ
、
即
チ
吐
酒
石
金
硫
黄
砿
砂
等

善
痘
ハ
薬
ヲ
用
ル
ー
及
バ
ズ

外
用
海
水
浴

右
分
二
十
服
卜
為
シ
日
二
服

、
ナ
リ

J、

受 二 （
後
略
）
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肺
疾
患
と
目
さ
れ
る
も
の
は
咳
嗽
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
含
め
て
十
八
項
あ
る
。
喘
息
、
胸
水
、
百
日
咳
と
い
っ
た
病
名
も
出
て
い
る
。

胸
水
の
診
断
の
根
拠
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
打
診
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
で
腹
水
も
出
て
来
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
打
診
を
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
肺
労
（
肺
結
核
）
と
い
う
病
名
は
現
れ
て
い
な
い
が
、
消
耗
熱
と
い
う
病
名
が
あ
り
、
こ
れ
は
戸
塚
静
海
筆
「
処
方
録
」
で
は
労

擦
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
同
じ
も
の
で
肺
結
核
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
感
冒
か
ら
肺
炎
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
症
例
、
し
か
も
そ
の
患
者
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
高
弟
の
高
良
斎
で
あ
る
と
い
う
興
味
あ
る

条
項
を
全
文
引
用
す
る
。
戸
塚
氏
「
処
方
録
」
で
は
「
友
人
高
良
斎
が
感
冒
に
罹
っ
た
」
と
い
う
短
い
条
項
が
別
に
あ
っ
て
、
本
項
で
は
良

斎
の
名
前
は
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
肺
鰍
腫
（
肺
炎
）
と
い
う
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

サ
ク

（
一
二
○
）
同
ジ
ク
豚
急
数
胸
隔
刺
痛
横
臥
シ
難
ク
、
呼
吸
促
迫
大
渇
煩
躁
四
肢
揺
搦
、
食
気
減
少
小
水
赤
黄
大
便
常
ノ
如
シ
高
良

Ｌ
ｂ
つ
こ

鯏
姑
は
オ
ク
リ
カ
ン
キ
リ
と
も
呼
ば
れ
、
ザ
リ
ガ
ニ
の
腹
中
に
で
き
る
結
石
で
あ
る
。
十
八
道
薬
剤
で
は
吸
酸
剤
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
”
幸

サ
ッ
サ
フ
ラ
ス
留
協
呉
吊
鵲
は
十
八
道
薬
剤
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
ヒ
ル
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
原
産
の
木
で
、
そ
の
樹
皮
が
発
汗
剤
と
し
て
使

（
羽
）

わ
れ
る
。
ま
た
海
水
浴
が
治
療
手
段
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
も
ド
イ
ツ
で
は
そ
う
い
う
考
え
方
を
と
っ
て
い
る
。

例
肺
疾
患
の
治
療

右
溶
化
シ
用
１

第
一
放
血
九
十
芙
其
後
即
薬
方
ハ

硝
石
二
菱
甘
草
膏
五
分
ヒ
ョ
シ
ャ
ム
ス
十
二
ヶ
レ
ィ
ン

右
水
九
十
六
菱
二
溶
化
シ
温
二
乗
シ
サ
ー
リ
ッ
プ
姉
岸
野
癖
。
ゆ
ヲ
加
ヘ
ョ
ク
和
シ
毎
半
時
二
ヒ
ヲ
用
１
毎
夜
一
次
潅
腸
ヲ
施
ス
其
方

酷
半
椀
苦
意
煎
汁
石
鹸
一
美
或
半
美

京
ヲ
療
ス
ル
法
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一
方
体
力
恒

（
鋤
）

洋
学
年
表
」
（

を
引
用
す
る
。

こ
れ
は
肺
炎
に
対
し
て
当
時
の
蘭
方
に
よ
る
模
範
的
な
治
療
だ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
炎
症
を
ど
の
よ
う
に
押
さ
え
、
そ
の

後
体
力
を
ど
の
よ
う
に
回
復
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
炎
症
に
対
し
て
は
放
血
（
潟
血
）
と
下
剤
と
潅
腸
法
を
行
っ
て
い
る
。
潟
血

と
下
剤
療
法
に
つ
い
て
は
後
の
治
療
法
の
項
で
ま
た
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

一
方
体
力
保
持
の
為
に
サ
ー
レ
ッ
プ
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
等
を
使
っ
て
い
る
。
サ
ー
レ
ッ
プ
は
十
八
道
薬
剤
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
「
新
撰

（
鋤
）

洋
学
年
表
』
の
安
永
五
年
の
項
に
長
崎
の
通
詞
が
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
サ
ー
レ
ッ
プ
に
つ
い
て
聞
き
取
っ
た
言
上
が
載
せ
て
あ
る
の
で
、
こ
れ

ヱ
イ
ス
ラ
ン
ト
モ
ス
四
菱

右
水
九
十
六
芙
二
煮
テ
サ
ー
レ
ヅ

タ
ラ
ク
ト
ケ
ン
チ
ア
ナ
ヲ
加
フ

方
ヲ
用
ユ

此
ノ
方
十
三
日
ョ
リ
廿
九
日
迄
連
進
ス
、
然
ル
ー
自
汗
頻
二
出
テ
諸
症
ハ
日
減
シ
テ
漸
ク
快
ヲ
得
ル
ト
錐
モ
食
気
復
シ
難
シ
、
由
テ
後

カ
ロ
メ
ー
ル
ニ
十
ヶ
レ
ィ
ン

右
合
十
服
卜
為
シ
日
三
服

此
ク
ノ
如
ク
ス
ル
事
八
日
諸
証
猶
減
ゼ
ズ
、
但
漸
ク
仰
臥
ヲ
得
ル
ー
至
ル
ノ
ミ
、
又
八
日
二
放
血
三
十
美
ヲ
漏
シ
煎
剤
前
方
ヲ
用
フ

然
ル
ー
九
日
ョ
リ
胸
痛
十
二
七
八
ヲ
減
少
ス
、
豚
大
緩
ニ
シ
テ
弱
ナ
リ
。
四
肢
搭
搦
肉
咽
大
渇
煩
躁
大
二
減
少
ス
、
故
二
潅
腸
法
ヲ
止

メ
尚
前
方
ノ
飲
剤
ヲ
用
１
、
十
二
日
二
至
り
諸
症
半
ヲ
減
シ
少
ク
横
臥
ヲ
得
ル
ー
至
ル
。
然
し
ド
モ
飲
食
進
マ
ザ
ル
コ
ト
先
ノ
如
シ
、

背
二
発
泡
ヲ
施
ス
大
サ
碗
ノ
如
シ
、
後
方
用
ユ

カ
ロ
メ
ー
ル
ニ
十
ヶ
レ
ィ
ン
金
硫
黄
一
一
ヶ
レ
ィ
ン
龍
脳
十
ヶ
レ
ィ
ン
ジ
キ
タ
ー
リ
ス

サ
ー
レ
ッ
プ
出
所
ア
メ
リ
カ
洲
ノ
内
二
有
之
、
五
六
月
花
咲
申
候
、
色
濃
紅
ニ
シ
テ
大
体
日
本
ノ
紫
藺
二
似
候
由
、
此
草
実
ヲ
不
結
、

サ
ー
レ
ッ
プ
｜
菱

ヒ
ョ
シ
ャ
ム
ス
｜
ス
ク
リ
ュ
ペ
ル
オ
キ
シ
メ
ル
エ
ル
キ
シ
リ
ヲ
加
へ
毎
半
時
服
一
七
○
後
エ
キ
ス
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腹
痛
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
多
い
。

が
罹
患
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

と
に
か
く
こ
の
よ
う
な
治
療
に
よ
っ
て
高
良
斎
は
快
癒
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
治
療
の
過
程
に
お
い
て
シ
ー
ボ
ル
ト
が
ど
の
程
度
関

与
し
た
の
か
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
前
が
全
く
出
て
来
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
戸
塚
静
海
の
筆
録
で
は
、
難
か
し
い
症
例
で
シ
ー
ボ
ル
ト
の

指
示
を
受
け
た
場
合
に
は
そ
の
旨
記
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
良
斎
の
治
療
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
は
関
与
し
な
か
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
良

（
郡
）

斎
は
鳴
滝
塾
の
塾
頭
を
勤
め
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
古
賀
に
よ
れ
ば
良
斎
は
ま
た
長
崎
市
中
に
自
分
の
医
院
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、

こ
の
肺
炎
の
時
に
は
そ
の
自
分
の
医
院
で
友
人
の
手
に
よ
っ
て
治
療
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ギ
ソ
ウ
で
も
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
坊
）

な
お
ヒ
ル
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
レ
ッ
プ
ｇ
－
ｇ
は
学
名
○
月
三
の
○
国
①
邑
国
房
で
、
そ
の
乾
燥
し
た
根
を
用
い
て
病
後
の
回
復
に
効
果
が
あ
り
、

ま
た
ト
ル
コ
人
は
こ
れ
を
強
精
剤
と
し
て
用
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
日
本
で
は
手
に
入
り
難
い
の
で
、
代
り
に
ヲ
サ

侶
濃
仕
誰
猿
馬
α
荒
癖

消
化
器
疾
患
の
範
囲
も
や
や
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
当
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
‐

痛
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
多
い
。
次
に
引
用
す
る
の
は
患
者
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

）

右
合
為
八
服
二
日
服
尽

暮
秋
頃
枯
レ
春
二
成
り
芽
ヲ
出
シ
申
候
、
ヱ
ウ
ロ
ー
ハ
ヘ
ル
シ
ヤ
其
他
ニ
テ
モ
相
用
ト
、
功
能
宜
敷
人
参
服
用
ノ
代
ニ
モ
相
成
り
、
凡

二
十
ヶ
年
以
上
相
用
居
申
候

（
三
五
）
暑
日
停
食
シ
、
豚
緩
舌
上
微
苔
且
微
渇
、
腹
辺
謄
ヲ
達
リ
テ
痛
ミ
微
下
利

マ
グ
ネ
シ
ァ
ー
菱
吐
根
十
ケ
レ
ィ
ン
大
黄
十
ヶ
レ
ィ
ン
沙
糖
ニ
ヒ

消
化
器
疾
患
の
治
療

ほ
ぼ
そ
れ
に
当
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
十
六
項
あ
る
。

は
患
者
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
戸
塚
氏
の

病
名
と
し
て
は
嘔
吐
、
下
痢
、

１
処
方
録
」
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
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（
三
八
）
窪
乱
吐
潟
甚
シ
キ
者

ベ
ー
フ
ル
メ
ン
タ

マ
グ
ネ
シ
ア
一
》
一
愛
大
黄
三
分
五
伽
沙
糖
一
美
ラ
ウ
タ
ニ
ュ
ム
薄
荷
各
六
滴

（
蝿
）

灌
乱
と
い
う
病
名
は
古
く
か
ら
漢
方
医
学
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
現
代
医
学
の
何
を
指
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
「
扶
氏
」
で
は

（
鋤
）

コ
レ
ラ
の
訳
語
を
霊
乱
と
し
て
い
る
。
山
崎
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
へ
の
コ
レ
ラ
の
初
度
の
伝
来
は
文
政
五
年
、
す
な
わ
ち
シ
ー
ボ
ル
ト
来
日

の
前
年
で
あ
る
か
ら
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
滞
在
中
に
コ
レ
ラ
が
存
在
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
鳴
滝
塾
の
初
代
塾
頭
で
あ
っ
た
美
馬
順
三
は
文
政

（
帥
）

八
年
に
コ
レ
ラ
で
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
る
。

文
政
五
年
の
コ
レ
ラ
伝
来
に
先
立
っ
て
情
報
を
つ
か
ん
だ
宇
田
川
裕
庵
は
オ
ラ
ン
ダ
の
資
料
か
ら
「
コ
レ
ラ
モ
ル
ビ
ュ
ス
説
」
を
訳
出
し

（
鋤
）

て
い
る
が
、
こ
の
中
で
治
療
法
と
し
て
は
「
カ
ロ
メ
ー
ル
ニ
十
グ
レ
イ
ン
を
末
と
し
、
阿
芙
蓉
液
六
十
滴
、
薄
荷
水
一
オ
ン
ス
を
以
て
飲
ま

し
め
」
な
ど
と
し
て
い
る
。
阿
芙
蓉
と
は
阿
片
で
あ
る
。
引
用
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
処
方
の
ラ
ウ
ダ
ニ
ュ
ム
と
い
う
の
も
阿
片
チ
ン
キ
で
あ

る
か
ら
、
類
似
の
処
方
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
は
十
一
項
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
四
項
は
徽
毒
ま
た
は
淋
病
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
既
に
引
用

し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
例
を
出
し
て
お
く
。

（
断
）

停
食
と
い
う
症
状
名
は
「
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
腸
胃
病
編
に
出
て
お
り
、
消
化
不
良
の
食
物
が
胄
中
に
停
滞
し
た
こ
と
と
し
て
い
る
。
従

っ
て
治
療
は
下
剤
と
吐
剤
の
組
合
せ
で
あ
る
。

次
に
毒
乱
と
い
う
例
を
引
用
す
る
。

側
骨
・
関
節
疾
患

（
三
○
）
関
節
屈
伸
妨
ゲ
ズ
、
之
ヲ
按
セ
バ
微
痛
、
否
レ
バ
痛
マ
ズ
、
歩
ス
レ
バ
萱
ヲ
ナ
ス
者
吐
酒
石
五
分
牛
胆
一
葵
永
油
八
葵
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十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
の
前
半
に
か
け
て
基
礎
医
学
や
診
断
学
に
お
い
て
は
大
き
な
進
歩
が
あ
っ
た
が
、
治
療
法
に
関
す
る
進
歩

は
僅
か
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
の
中
頃
に
ロ
キ
タ
ン
ス
キ
ー
の
病
理
解
剖
と
ス
コ
ー
ダ
の
打
聴
診
法
に
よ
っ
て
診
断
学
を
大
成
し
た
新
ウ
ィ

（
別
）

－
ン
学
派
は
治
療
に
関
し
て
は
懐
疑
的
で
、
治
療
上
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
も
い
わ
れ
た
と
い
う
。

一
八
三
六
年
に
出
た
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
両
二
号
ヨ
昌
目
旨
＆
丙
ロ
ョ
は
附
録
に
「
主
要
な
三
治
療
法
」
と
い
う
一
篇
が
あ
り
、
杉
田
成
卿

（
犯
）

は
こ
れ
を
訳
し
て
「
済
生
三
方
」
と
し
て
刊
行
し
た
が
、
三
方
と
は
刺
絡
（
潟
血
）
と
阿
片
と
吐
剤
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
皆
古
く
か
ら
あ
る
治

療
法
で
あ
る
が
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
に
よ
れ
ば
こ
の
三
方
は
時
代
に
よ
り
盛
衰
が
あ
り
、
五
十
年
前
は
刺
絡
が
勢
を
暹
く
し
、
次
い
で
吐
剤

の
世
と
な
り
、
ま
た
こ
れ
に
次
い
で
阿
片
が
位
に
登
っ
た
が
、
当
今
は
ま
た
刺
絡
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ

の
三
方
を
よ
く
運
用
で
き
る
者
が
良
医
で
あ
る
と
い
う
の
が
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
考
え
で
あ
る
。

を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

キ
ナ

ク
イ
ク
サ
ル
フ

蜴
納
煎
汁
黄
金
水
老
伽
球
に
翫
毎
右
卿
筒
ヲ
以
テ
瘡
孔
二
注
入
シ
外
面
水
銀
軟
膏
ヲ
擦
ス
ベ
シ

こ
れ
で
す
べ
て
を
尽
く
し
た
と
は
い
え
な
い
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
い
か
に
多
種
多
様
の
疾
患
に
対
処
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
思
う
よ
う
な
薬
も
器
具
も
な
い
情
況
下
で
全
智
全
能
を
傾
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
の
節
で
な
お
治
療
法
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
検
討

喝キ又カヘ
納ナ外ロー
煎用メ四
汁方ル七

右
混
和
患
処
二
摩
擦
ス
ル
コ
ト
一
日
二
三
次
或
ハ
四
次
、
海
水
浴
ヲ
毎
日
二
三
次
浴
セ
シ
ム

三
主
な
治
療
法
に
つ
い
て

腐
骨
疽
瘡
ロ
ョ
リ
濃
汁
出
ル
者

内
服
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る皮
○、

あ
る
。
フ
ー

各
項
で
扱
う
〈

①
潟
血
療
法

十
九
世
紀
前
半
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
医
師
は
ど
ん
な
立
場
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ほ
と
ん
ど
潟
血
を
し
な
い
者
は
な
か
っ
た
。
こ
の
シ
ー
ボ
ル

ト
の
「
験
方
録
」
で
は
一
九
七
項
の
う
ち
潟
血
に
言
及
し
て
い
る
の
は
五
項
だ
け
な
の
で
、
こ
の
時
代
と
し
て
は
少
い
と
い
え
る
が
、
こ
れ

は
日
本
人
が
こ
の
治
療
法
を
嫌
っ
た
た
め
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
験
方
録
」
で
潟
血
ま
た
は
刺
絡
を
指
示
し
て
い
る
項
目
を
す
べ
て
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
二
）
喘
息
、
脚
湯
刺
絡
其
他
諸
治
或
ハ
和
胸
方
等
ヲ
用
ヒ
テ
無
効
ノ
者

カ
ロ
メ
ル
十
二
ゲ
レ
ィ
ン
阿
片
一
ゲ
レ
ィ
ン
沙
糖
一
オ
ン
ス

現
代
か
ら
見
て
奇
妙
に
思
え
る
の
は
、
十
八
世
紀
末
の
ウ
ィ
ザ
リ
ン
グ
の
ジ
ギ
タ
リ
ス
に
つ
い
て
の
業
蹟
が
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で

る
。
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
も
シ
ー
ボ
ル
ト
も
ジ
ギ
タ
リ
ス
は
随
分
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
。
こ
れ
ら
治
療
法
の
具
体
的
な
検
討
は
以
下
の

（
郷
）

ま
た
一
八
四
五
年
に
出
た
ヘ
ー
ゼ
ル
の
「
医
学
史
』
で
近
年
の
治
療
の
進
歩
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
十
七
世
紀
に
導
入
さ
れ
た
キ
ナ

、
吐
根
や
水
銀
等
の
金
属
治
療
剤
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
は
温
泉
水
治
療
法
と
ハ
ー
ネ
マ
ン
の
ホ
メ
オ
パ
チ
ー
程
度
で
あ

鳫
血
百
二
十
菱
清
凉
剤
硝
石
葵
根
廿
草

其
他
治

（
一
九
）
産
後
発
狂

阿
片
垂
姪
垂
但
リ

（
九
四
）
輝
墹
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こ
の
考
え
方
で
行
け
ば
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
疾
患
に
適
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
病
気
の
ど
の
時
期
に
ど
の
位
の
量
の
血
液
を
ど
こ

の
血
管
か
ら
抜
く
か
と
い
う
こ
と
が
医
者
の
技
何
と
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
あ
げ
た
例
で
見
れ
ば
、
一
回
に
三
五
○
グ
ラ
ム
か

ら
四
五
○
グ
ラ
ム
程
を
抜
い
て
い
る
の
だ
か
ら
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
産
後
発
狂
と
癒
澗
が
出
て
い
る
が
、
精
神
科
で
も
潟
血
は
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
こ
の
産
後
発
狂
と
い
う
の
は
子
澗
の
可
能
性
が

（
錦
）

あ
る
が
、
「
扶
氏
』
に
よ
れ
ば
子
澗
は
脳
の
血
液
鯵
積
が
原
因
で
あ
る
か
ら
、
予
防
の
た
め
に
も
治
療
の
た
め
に
も
潟
血
が
必
要
で
あ
る
と
い

シ
『
ノ
○

（
別
）

さ
て
『
済
生
三
方
」
に
よ
れ
ば
潟
血
の
効
能
は
四
つ
あ
る
と
い
う
。
第
一
は
生
活
活
動
を
減
殺
す
る
こ
と
に
よ
り
炎
症
性
疾
患
の
勢
を
弱

め
、
第
二
は
線
維
を
弛
緩
し
痙
塗
を
緩
解
し
、
第
三
は
多
血
に
対
し
て
血
量
を
減
少
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
四
は
局
所
の
血
の
鯵
積
を
除
く

こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

蛭
に
血
を
吸
わ
せ
る
の
も
も
ち
ろ
ん
血
を
抜
い
て
し
ま
お
う
と
い
う
発
想
法
で
あ
る
。
ま
た
喘
息
と
鰍
腫
眼
で
刺
絡
と
と
も
に
脚
湯
を
指

示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
脚
の
方
に
血
を
集
め
て
し
ま
お
う
と
い
う
治
療
で
あ
る
。

②
阿
片
の
使
用
法

刺
絡
○
清
凉
剤
○
水
蛭
○
脚
湯

（
一
二
○
）
前
出
、
高
良
斎
の

第
一
放
血
九
十
菱
（
以
下
略
）

硝
石
ヒ
ョ
シ
ヤ
ー

ニ
ニ
）
鰍
腫
眼

第
一
刺
絡

ヒ
ョ
シ
ヤ
ー
モ
ス
カ
ス
ト
レ
ウ
ム
等
ヲ
随
証
用
ユ
ベ
シ

局
良
斎
の
肺
炎
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こ
れ
ま
で
に
引
用
し
た
項
で
も
既
に
い
く
つ
か
阿
片
の
使
用
例
が
あ
る
。
「
験
方
録
」
で
は
合
計
二
十
二
項
で
阿
片
が
出
て
来
る
。
た
だ
し

名
称
は
オ
ヒ
ウ
ム
の
こ
と
も
ラ
ウ
ダ
ニ
ュ
ム
（
阿
片
チ
ン
キ
）
の
こ
と
も
あ
る
。

（
繩
）

ま
た
『
済
生
三
方
」
を
参
考
に
す
る
と
、
医
療
に
お
い
て
阿
片
の
使
用
は
古
来
盛
衰
が
あ
っ
た
が
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
薬
で
あ
っ
た
こ
と

に
は
変
り
が
な
い
。
名
医
ガ
レ
ヌ
ス
、
シ
デ
ナ
ム
、
ホ
フ
マ
ン
、
ウ
ェ
ル
ホ
フ
等
は
極
め
て
こ
の
薬
を
重
用
し
た
。

「
済
生
三
方
」
に
よ
れ
ば
阿
片
は
血
管
系
を
興
奮
さ
せ
る
効
能
と
神
経
系
を
抑
制
す
る
効
能
が
あ
る
。
そ
し
て
現
代
の
我
々
か
ら
見
て
意
外

な
こ
と
は
曽
て
は
阿
片
が
興
奮
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
は
阿
片
の
多
用
ま
た
は
誤

用
に
よ
っ
て
人
を
害
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
警
告
も
発
し
て
い
る
。

「
験
方
録
一
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
は
主
と
し
て
鎮
痛
鎮
痙
の
目
的
で
阿
片
を
使
っ
て
お
り
、
今
ま
で
に
引
用
し
た
所
に
も
出
て
い
る
が
、
な
お

「
験
方
録
」
で
は
シ
ー
ボ
ル
ー

注
目
す
べ
き
項
を
引
用
す
る
。

（
二
三
）
舌
疽
ヲ
切
去
リ
痛
甚
キ
者
、
海
葱
下
剤
ヲ
用
ヒ
テ
而
ル
後
左
ノ
含
嗽
剤
ヲ
用
ユ
ベ
シ
薔
薇
蜜
茶
煎
汁
一
ポ
ン
ド

右
二
味
合
、
阿
片
太
陽
煎
一
一
十
滴
ヲ
加
フ

○
若
シ
湾
痛
甚
シ
キ
時
ハ
「
ラ
ウ
タ
ニ
ュ
ム
」
ヲ
用
ユ
ベ
シ
。
或
ハ
舌
疽
ヲ
切
去
リ
テ
後
唯
硝
石
単
味
ノ
溶
解
剤
ヲ
用
ル
事
ア
リ
。
惣

テ
裁
断
術
ノ
後
之
ヲ
与
テ
以
テ
鰍
衝
ヲ
防
グ
ナ
リ

鎮
痛
の
目
的
以
外
に
は
、
次
の
よ
う
に
角
膜
の
斑
点
な
ど
の
治
療
に
用
い
る
点
眼
薬
に
も
配
合
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

（
二
）
白
点
眼
又
璃
瑠
鬚
多
年
ノ
者
、
鰍
腫
消
散
ノ
後
鬚
膜
尚
在
ル
者

③
吐
剤
の
使
用
法

右
水
十
六
菱
二
溶
解
シ
眼
中
二
点
ス

（
二
）
白
点
眼
又
璃
瑠
鬚
多
年
ノ

猛
耒
丹
一
ケ
レ
ィ
ン
阿
片
ニ
ヶ
レ
ィ
ン
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例
で
あ
ろ
う
。

「
藺
法
口
伝
」
第
一
部
、
十
八
半

吐
酒
石
で
あ
る
。
ま
た
ヘ
ー
ゼ
、

根
は
七
箇
所
に
現
わ
れ
て
い
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
の
「
薬
品
応
手
録
』
に
よ
れ
ば
、
吐
根
十
五
ゲ
レ
イ
ン
を
服
す
れ
ば
快
吐
を
催
し
、
些
少
用
ゆ
れ
ば
発
汗
表
達
の
効
を
奏
す

と
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
は
発
汗
剤
と
し
て
使
っ
た
の
だ
ろ
う
。
発
汗
に
よ
っ
て
も
体
の
中
の
有
害
な
も
の
が
排
泄
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

吐
酒
石
は
十
八
道
薬
剤
の
分
類
で
吐
剤
以
外
に
発
汗
剤
に
も
入
っ
て
お
り
、
実
際
は
発
汗
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。
「
薬
品
応
手
録
」
で
は
、
吐
酒
石
は
四
分
の
一
ゲ
レ
イ
ン
か
ら
二
分
の
一
ゲ
レ
イ
ン
ま
で
は
発
汗
及
び
和
胸
の
効
を
奏
し
、
ニ
ゲ
レ
イ
ン

か
ら
三
ゲ
レ
イ
ン
を
用
い
る
時
は
吐
を
促
す
と
あ
る
。

簡
単
に
考
え
れ
ば
、
吐
剤
は
下
剤
と
同
じ
で
体
の
中
の
有
害
な
も
の
を
排
除
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ー
フ
ェ
ラ

（
源
）

ン
ド
に
よ
れ
ば
吐
法
の
効
能
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
胃
腸
や
心
肺
系
の
神
経
を
刺
激
す
る
効
果
も
あ
る
と
い
う
。

「
藺
法
口
伝
」
第
一
部
、
十
八
道
薬
剤
の
吐
剤
の
項
に
は
七
種
の
薬
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
古
く
か
ら
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は

吐
酒
石
で
あ
る
。
ま
た
ヘ
ー
ゼ
ル
が
治
療
薬
の
進
歩
の
一
つ
と
述
べ
た
吐
根
も
含
ま
れ
て
い
る
。
「
験
方
録
」
で
吐
酒
石
は
十
五
箇
所
に
、
吐

先
に
消
化
器
の
項
で
シ
ー
ボ
ル
ト
自
身
の
食
中
毒
（
？
）
の
症
状
の
時
に
も
吐
根
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
次
の
例
も
典
型
的
な
吐
根
の
適
応

（
五
八
）
発
汗
方
痘
瘡
内
階
ノ
者

カ
ノ
コ
ソ
ウ
一
奨
悩
砂
十
二
ヶ
レ
ィ
ン
吐
酒
石
半
ケ
レ
ィ
ン

右
先
ヅ
纈
草
（
カ
ノ
コ
ソ
ウ
）
ヲ
煮
、
次
二
三
味
ヲ
下
ス

（
三
七
）
痙
箪
酸
液

吐
根
五
ヶ
レ
ィ
ン
カ
ロ
寸

右
為
十
二
服
一
日
三
服

酸
液
ョ
リ
粘
液
二
及
ピ
来
ル
者

カ
ロ
メ
ー
ル
十
ヶ
レ
ィ
ン
阿
片
ニ
ヶ
レ
ィ
ン
鯏
姑
石
二
十
ヶ
レ
ィ
ン
沙
糖
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側
下
剤
、
潅
腸
の
使
用
法

下
剤
あ
る
い
は
潅
腸
に
よ
っ
て
悪
い
も
の
を
出
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
治
療
法
は
消
化
器
疾
患
で
あ
れ
ば
当
然
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以

外
の
熱
性
疾
患
に
も
潟
血
と
並
ん
で
こ
れ
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
の
が
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
医
療
の
特
色
で
あ
る
。
こ
れ
は
た
だ
悪
い
も

の
を
排
泄
さ
せ
よ
う
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
発
熱
等
の
反
応
が
強
盛
に
過
ぎ
る
の
を
こ
れ
に
よ
っ
て
鎮
静
化
さ
せ
る
と
考
え
て
い
た
の
で

（
粥
）

あ
る
。
ゴ
ル
テ
ル
の
『
内
科
撰
要
」
の
次
の
文
章
が
よ
く
こ
れ
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

肺
疾
患
の
項
で
引
用
し
た
高
良
斎
の
肺
炎
の
治
療
は
こ
の
考
え
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

徽
毒
の
よ
う
な
病
気
の
治
療
で
は
当
然
そ
の
毒
を
下
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
。
徽
毒
の
項
で
引
用
し
た
水
銀
軟
膏
の
塗
擦
療
法
の
場
合
、

軟
膏
の
効
力
に
よ
っ
て
皮
膚
及
び
漣
か
ら
毒
を
排
泄
さ
せ
る
と
考
え
た
が
、
同
時
に
下
剤
も
そ
の
問
に
用
い
て
い
る
。

ま
た
結
腸
癌
の
よ
う
な
病
気
で
便
が
出
に
く
い
場
合
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
何
と
か
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
次
に
引
用
す
る
例
の
ょ

う
な
使
い
方
も
さ
れ
て
い
る
。

皮
膚
疾
患
の
処
で
引
用
し
た
痘
瘡
の
治
方
で
も
、
「
鰍
腫
熱
痘
ニ
ハ
吐
酒
石
金
硫
黄
砿
砂
等
ノ
発
汗
剤
ヲ
兼
用
ス
ベ
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

身
体
壮
熱
シ
豚
強
盛
ニ
シ
テ
気
息
急
促
ナ
ル
ヲ
以
テ
運
行
太
過
強
盛
ノ
症
ダ
ル
事
ヲ
診
シ
得
（
、
宜
ク
刺
絡
シ
テ
潟
血
シ
、
一
次
ニ
テ

キ
リ
ス
テ
ー
ル

効
ヲ
奏
ス
ル
ニ
足
ラ
ズ
バ
再
潟
シ
、
又
清
凉
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
吉
利
訶
蓼
兒
（
潅
腸
）
ヲ
施
ス
ベ
シ

大
黄
五
分
薄
苛
油
五
油
マ

右
合
分
為
二
服
、
一
日
二
服

（
八
六
）
前
証
疾
喘
ヲ
兼
ヌ

オ
ン
ド
ル
ソ
ー
ト
芒
硝
大

下
剤
、

（
八
五
）
久
年
腹
痛
且
或
ハ
癖
襄
卜
俗
二
号
ス
ル
者

〈
黄
五
分
薄
苛
油
五
油
マ
ク
ネ
シ
ャ
五
分
カ
ノ
コ
サ
フ
一
美

〕
合
分
為
二
服
、
一
日
二
服
ミ
尽
ス

潅
腸
の
使
用
法

大
黄
各
五
分
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ヘ
ー
ゼ
ル
の
「
医
学
史
」
で
は
キ
ナ
皮
を
治
療
の
進
歩
の
中
に
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
十
七
世
紀
に
南
米
ペ
ル
ー
か
ら
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吐
根
と
同
じ
頃
に
導
入
さ
れ
た
が
、
キ
ナ
皮
は
と
く
に
マ
ラ
リ
ア
に
対
し
て
特
効
薬
と
し
て
使
わ
れ
、
ま
た
そ

の
他
の
解
熱
の
目
的
に
も
強
壮
の
目
的
に
も
使
わ
れ
た
。
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
固
の
三
『
己
ざ
口
冨
①
巳
８
日
で
も
キ
ナ
は
多
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
一
八
三
六
年
の
著
作
で
あ
る
が
、
一
八
二
○
年
に
キ
ナ
皮
か
ら
抽
出
さ
れ
た
キ
ニ
ー
ネ
に
も
言
及
し
て
い
る
。

『
藺
方
口
伝
」
第
一
部
十
八
道
薬
剤
で
キ
ナ
は
健
胄
剤
、
止
腐
剤
、
強
神
剤
の
部
類
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
解
熱
剤
と
い
う
部
類
は

な
い
。
一
八
二
○
年
代
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
来
日
し
た
頃
に
は
キ
ニ
ー
ネ
は
も
と
よ
り
キ
ナ
皮
も
貴
重
品
で
あ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
キ
ナ
の
代

（
抑
）

用
と
し
て
多
く
水
楊
を
用
い
た
旨
『
蘭
方
口
伝
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
藤
井
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
で
は
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
に
伊
良
子
光

顕
が
初
め
て
キ
ナ
皮
を
試
用
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
卿
）

癖
襄
と
い
う
病
名
は
「
扶
氏
」
の
慢
性
食
後
嘔
吐
の
症
に
「
所
謂
反
胄
癖
襄
即
チ
是
ナ
リ
」
と
い
う
注
が
あ
り
、
そ
の
記
述
を
読
む
と
胄

癌
ま
た
は
結
腸
癌
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

下
剤
は
十
八
道
薬
剤
で
も
緩
下
剤
、
強
下
剤
、
強
々
下
剤
の
三
類
に
分
け
て
合
計
十
六
種
の
薬
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
使
い
分

け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
篦
麻
子
、
大
黄
、
セ
ン
ナ
、
鰕
性
マ
グ
ネ
シ
ア
な
ど
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
・

こ
こ
に
は
癖
襄
の
例
だ
け
引
用
し
た
が
、
「
験
方
録
」
で
は
処
方
の
中
に
こ
れ
ら
の
薬
が
配
合
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
の
他
に
も
非
常
に
多

く
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

⑤
キ
ナ
皮
の
使
用
法

マ
ク
ネ
シ
ア
ｎ
分
蜘
叶

右
合
為
三
服
一
日
服
尽

右
末
ニ
シ
、
日
二
二
三
行
ノ
下
利
ヲ
取
ル
、
此
ノ
方
ヲ
服
ス
ル
事
一
日
、
後
方
ヲ
与
フ

マ
ク
ネ
シ
ア
ｎ
分
蜘
姑
石
三
分
沙
糖
二
美
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「
験
方
録
」
を
見
る
と
一
応
キ
ナ
の
名
称
で
処
方
さ
れ
て
い
る
も
の
は
か
な
り
多
く
、
十
一
項
あ
る
。
ま
た
そ
の
他
に
「
キ
ナ
皮
ハ
哺
乳
ノ

小
兒
ニ
ハ
多
ク
用
ユ
ル
事
ヲ
禁
ズ
」
と
い
う
注
意
事
項
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
か
な
り
輸
入
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
・

シ
ー
ボ
ル
ト
は
キ
ナ
を
あ
ま
り
解
熱
の
目
的
に
使
っ
て
お
ら
ず
、
主
と
し
て
強
壮
ま
た
は
止
腐
の
目
的
で
使
っ
て
い
る
。
例
え
ば
癌
の
項

で
触
れ
た
舌
疽
に
対
す
る
処
方
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ジ
ギ
タ
リ
ス
（
キ
ッ
ネ
ノ
テ
ブ
ク
ロ
さ
〆
但
○
く
①
）
は
イ
ギ
リ
ス
で
民
間
薬
と
し
て
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
が
、
一
七
八
五
年
に
ウ
ィ
ザ
リ

（
蛆
）

ン
グ
が
こ
れ
の
利
尿
作
用
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
し
た
治
験
の
報
告
を
著
書
と
し
て
出
し
た
。
彼
は
十
年
間
で
約
二
百
例
の
ジ
ギ
タ
リ
ス
の
使

用
経
験
を
し
た
の
を
、
効
い
た
例
も
効
か
な
か
っ
た
例
も
薬
の
使
用
量
と
と
も
に
客
観
的
に
記
述
し
、
考
察
を
加
え
た
と
こ
ろ
に
価
値
が
あ

つ
振
烙 ⑥

ジ
ギ
タ
リ
ス
の
使
用
法

内
服
薬
ノ
方

キ
ナ

シ
キ
ュ
ー
タ
識
郡
美
吉
納
三
菱
甘
草
膏
適
宜

右
甘
草
膏
二
水
少
シ
許
ヲ
加
へ
徐
々
二
煮
解
シ
余
薬
ヲ
投
ジ
丸
卜
為
シ
廿
日
二
之
ヲ
服
ス

右
水
煎
ス
ワ
ー
フ
ル
シ
ュ
ー
ル
（
硫
酸
）
二
十
滴
ヲ
加
フ

チ
ン
キ
テ
ュ
ル

又
舌
上
二
塗
ル
胡
羅
萄
汁
離
需
報
暉
也
及
没
薬
丁
吉
的
由
兒

喝キ/_、
納ナー

三 四
割

ン

ス－〆

（
一
一
一
一
）

（
中
略
）

舌
疽
初
発
、
其
ノ
頑
肉
ヲ
切
去
叩

舌
疽
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ジ
キ
タ
ー
リ
ス
十
二
ヶ
レ
ィ
ン
沙
糖

右
合
為
十
二
服
日
三
服
或
ハ
硝
石
一
一
菱
ヲ
加
フ

○
凡
ソ
ジ
キ
タ
ー
リ
ス
服
量
一
日
二
四
ヶ
レ
ィ
ン
ニ
過
ギ
ズ

ー
ゲ
レ
イ
ン
を
グ
ラ
ム
に
換
算
す
る
と
○
・
○
六
グ
ラ
ム
で
あ
る
か
ら
、
四
ゲ
レ
イ
ン
は
○
・
二
四
グ
ラ
ム
と
な
る
。
長
期
の
維
持
量
と

し
た
ら
多
過
ぎ
る
が
、
三
日
間
程
服
む
の
な
ら
良
い
量
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
薬
品
応
手
録
」
で
は
ジ
ギ
タ
リ
ス
の
服
用
量
は
ニ
ゲ
レ
イ
ン
か

ら
十
ゲ
レ
イ
ン
ま
で
と
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ザ
リ
ン
グ
は
ジ
ギ
タ
リ
ス
の
用
量
と
し
て
大
人
で
一
回
一
乃
至
ニ
グ
レ
イ
ン
ず
つ
を
一
日
二
回
、

通
常
は
一
日
四
グ
レ
イ
ン
で
充
分
で
あ
る
と
述
べ
、
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ジ
ギ
タ
リ
ス
の
量
は
多
過
ぎ
る
と
警
告
し
て
い
る
。

（
６
）

シ
ー
ボ
ル
ト
が
一
八
二
二
年
に
日
本
に
来
た
頃
は
ジ
ギ
タ
リ
ス
は
ま
だ
新
し
い
薬
で
あ
り
、
彼
は
「
江
戸
参
府
紀
行
」
の
中
で
、
ジ
ギ
タ

リ
ス
、
海
葱
、
ヒ
オ
ス
な
ど
は
彼
が
来
る
以
前
に
は
日
本
で
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
験
方
録
」
で
ジ
ギ
タ
リ
ス
を
使
っ
て
い
る
処
方
は
二
十
項
と
か
な
り
多
い
。
症
例
は
腹
水
と
か
動
悸
と
か
胸
水
の
よ
う
に
今
日
の
眼
か
ら

見
て
も
妥
当
な
も
の
も
多
い
が
、
「
神
気
鯵
冒
上
逆
シ
憤
怒
シ
易
キ
者
」
と
い
う
よ
う
な
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
も
の
も
あ
る
。
ジ
ギ
タ
リ
ス

は
十
八
道
薬
剤
で
は
利
尿
剤
の
類
に
だ
け
入
っ
て
い
る
が
、
「
薬
品
応
手
録
」
を
見
る
と
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
は
尿
を
利
し
血
を
稀
に
す
、
と
い
う

注
が
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
血
が
濃
過
ぎ
る
の
を
薄
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
ぼ
せ
や
す
い
人
を
治
す
、
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

（
靴
）

で
一
般
に
は
ジ
ギ
タ
リ
ス
は
鎮
静
剤
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
ウ
ィ
ザ
リ
ン
グ
の
原
著
で
は
水
腫
に
基
づ
く
精
神
異
常

や
癒
燗
に
は
有
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

次
に
ジ
ギ
タ
リ
ス
の
使
用
量
の
問
題
を
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
ジ
ギ
タ
リ
ス
の
葉
末
の
重
量
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
葉
末
は
二
十
世
紀
の

中
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。
「
験
方
録
」
に
次
の
よ
う
な
項
が
あ
る
。

（
六
六
）
ジ
キ
タ
ー
リ
ス
散
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有
効
な
薬
物
が
少
か
つ
た
時
代
に
は
理
学
療
法
は
主
要
な
治
療
法
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
ヘ
ー
ゼ
ル
は
近
世
の
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
以
後
の

（
他
）

温
泉
療
法
の
進
歩
に
つ
い
て
特
に
一
節
を
設
け
て
述
べ
て
い
る
。
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
も
温
泉
及
び
水
治
療
法
を
賞
用
し
た
第
一
人
者
で
あ
り
、

両
胃
冨
國
ｓ
ｏ
国
富
＆
言
巨
目
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
を
開
い
て
見
れ
ば
多
く
の
疾
患
に
つ
い
て
温
泉
の
飲
用
ま
た
は
浴
療
法
に
つ
い
て
の
記
述
が

あ
る
。
十
九
世
紀
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
温
泉
水
治
療
法
学
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。

シ
ー
ポ
ル
ト
の
「
験
方
録
」
で
は
温
泉
に
言
及
し
て
い
る
の
は
た
だ
一
箇
所
で
あ
る
が
、
広
い
意
味
の
理
学
療
法
に
つ
い
て
は
二
十
項
程

も
知
れ
な
い
。

次
の
例
は
心
不
全
に
ジ
ギ
タ
リ
ス
を
使
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
も
一
日
の
ジ
ギ
の
服
用
量
は
約
四
ゲ
レ
イ
ン
と
な
っ
て
お

り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
ウ
ィ
ザ
リ
ン
グ
の
原
著
に
忠
実
な
使
い
方
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
ｒ
）

た
だ
し
、
一
八
三
六
年
に
出
た
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
両
国
ｇ
ヨ
９
９
〕
三
８
言
匡
ョ
で
は
ジ
ギ
タ
リ
ス
を
か
な
り
応
用
し
て
い
る
。
シ
ー
ボ
ル

ト
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
ら
は
ジ
ギ
タ
リ
ス
を
正
し
く
評
価
し
て
使
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

チ
キ
タ
ー
リ
ス
十
五
ヶ
レ
ィ
ン
甘
草
膏
一
美

右
二
味
水
百
一
千
八
美
煮
ル
コ
ト
三
四
沸
後
火
ヲ
下
シ
硝
石
一
美
ヒ
ョ
シ
ャ
モ
ス
八
ヶ
レ
ィ
ン
ヲ
加
へ
毎
時
一
ヒ
ヲ
服
ス

（
調
）

な
お
ヘ
ー
ゼ
ル
の
「
医
学
史
」
初
版
は
一
八
四
五
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
近
世
の
医
薬
の
進
歩
と
し
て

キ
ナ
と
吐
根
等
を
あ
げ
て
い
る
が
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
現
代
か
ら
見
る
と
奇
妙
な
こ
と
に
思
え
る
が
、

こ
の
頃
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
ジ
ギ
タ
リ
ス
が
必
ず
し
も
正
し
く
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
価
値
が
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

、
理
学
療
法

候
有
ル
者
ハ
之
ヲ
禁
ズ

サ
ク

（
二
四
）
老
人
咳
嗽
強
ク
動
揺
ス
レ
バ
気
息
短
促
粘
疾
ヲ
吐
キ
、
両
脛
眼
瞼
等
二
微
腫
ア
リ
、
豚
強
数
（
頻
脈
）
ノ
者
、
然
し
ド
モ
鰍
腫
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（
判
）

芥
子
を
加
え
れ
ば
血
管
拡
張
は
さ
ら
に
増
強
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
小
森
桃
鳰
の
「
藺
方
枢
機
」
で
も
脳
卒
中
、
脳
鰍
腫
、
頭
痛
等
の
治

療
の
為
に
、
潟
血
と
と
も
に
脚
湯
、
芥
子
湯
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
験
方
録
」
で
は
さ
ら
に
神
経
病
の
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

海
水
浴
は
食
塩
泉
と
同
じ
で
治
療
の
目
的
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
半
身
不
随
に
対
す
る
温
泉
療
法
は
わ
が
国
で
は
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
脚
湯
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
語
で
甸
匡
浮
且
と
い
い
、
脚
だ
け
部
分
的
に
入
浴
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
脚
が
麻
瘤
し
て
い
る
の
を
治
療
す
る
た
め
で
は
な
く
、
頭
に
血
が
昇
り
過
ぎ
て
い
る
の
を
脚
に
誘
導
し
よ
う
と
い

（
蝿
）

う
の
が
そ
の
狙
い
で
あ
る
。
『
扶
氏
」
の
卒
中
の
治
療
の
項
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

が
あ
る
、

で
触
れ
て
お
り
、
か
な
り
多
い
と
い
え
る
。
お
お
む
ね
水
治
療
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
半
身
不
随
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
項

潟
血
二
兼
テ
又
血
液
ヲ
他
部
一
一
導
減
ス
ル
ノ
諸
法
皆
挙
ゲ
テ
行
ハ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ズ
、
就
中
蒸
餅
母
ヲ
腓
腸
、
足
鮒
、
手
臂
等
二
貼
シ
芥

右
頻
々
患
処
二
施
ス

○
又
海
水
浴
、
温
泉
浴
、
脚
湯

（
八
七
）
半
身
不
遂

大
黄
一
美
吐
根
二
十
ヶ
レ
ィ
ン

右
研
和
糊
為
丸
日
二
十
丸

子
ヲ
加
へ
ダ
ル
温
湯
二
浴
セ
シ
ム

又
外
用
方

カ
ヤ
フ
ー
テ
油

カ
ノ
コ
ソ
ウ
二
分
龍
胆
五
分
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わ
れ
て
い
た
。

神
経
病
に
対
し
て
内
服
薬
も
用
い
ら
れ
た
が
、
潅
水
法
は
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
精
神
病
も
大
体
脳
の
鯵
血
が
原
因
と
考
え
ら
れ
た
の

（
帽
）

で
、
潟
血
と
水
治
療
法
は
主
要
な
治
療
法
で
あ
っ
た
。
ク
レ
ペ
リ
ン
に
よ
れ
ば
十
九
世
紀
で
も
こ
れ
ら
の
治
療
法
が
様
々
な
形
で
盛
ん
に
行

弓

験
満Zへ 方
納ナニ録
一ユーL一一

す○で
ス又は

鎧
分腹の
龍後記
胆主録
五方は
分＝

（
輔
）呉

は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
長
崎
に
来
て
か
ら
「
所
謂
手
術
の
中
最
初
に
行
は
れ
た
る
は
腹
水
穿
刺
な
り
し
と

験
方
録
」
で
は
腹
水
穿
刺
の
記
録
は
三
回
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
例
を
あ
げ
る
。

⑧
腹
水
穿
刺

な
お
「
薬
品
応
手
録
」
で
は
理
学
療
法
に
関
し
て
も
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

右
水
煎

刺
絡
蟆
針
法
針
灸
按
擦
発
庖
芽
糊
海
水
浴
温
泉
脚
湯
寒
温
潅
水
等
モ
共
二
治
術
ノ
ー
端
ニ
シ
テ
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ

ル
ノ
要
法
ナ
リ

右
為
丸
服

穿
刺
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。
腹
水
の
原
因
は
様
々
で
あ
り
、
穿
刺
し
て
排
液
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
対
症
療
法
に
過
ぎ

な
い
が
、
坐
し
て
死
を
待
つ
よ
り
は
勝
っ
た
で
あ
ろ
う
。

○
寒
水
ヲ
以
テ
頭
上
ヲ
洗
う
可
ナ
リ
○
脚
湯

（
九
五
）
神
経
病
、
不
意
二
笑
ヲ
発
ス
ル
者

カ
ノ
コ
ソ
ウ
海
狸
香
大
黄
阿
魏

ホ
フ
マ
ン
十
滴
水
九
十
二
美

云
ひ
伝
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。
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伯
手
柿
携
温

シ
ー
ボ
ル
ト
は
外
科
医
学
士
の
称
号
も
持
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
麻
酔
法
や
無
菌
法
の
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら

あ
ま
り
目
覚
ま
し
い
手
術
は
で
き
な
い
。
前
項
で
述
べ
た
腹
水
穿
刺
な
ど
は
こ
の
頃
は
手
術
に
含
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
癌
の
切
除
術
に
つ

い
て
は
既
に
そ
の
項
で
触
れ
た
。
ま
た
徽
毒
の
ゴ
ム
腫
が
骨
に
で
き
た
の
を
切
除
す
る
症
例
も
既
に
引
用
し
た
が
、
あ
と
一
つ
咽
喉
部
に
で

き
た
ゴ
ム
腫
の
よ
う
な
も
の
を
切
除
す
る
例
を
次
に
紹
介
す
る
。

（
一
四
五
）
徽
家
咽
喉
辺
核
ヲ
生
シ
蟹
腫
ヲ
ナ
ス
、
大
小
共
二
三
個
ナ
リ
、
之
ヲ
戯
去
ス
ル
、
其
施
術
ノ
間
ノ
出
血
ハ
水
ヲ
以
テ
含
漱

セ
シ
メ
而
シ
テ
後
方
ノ
含
漱
剤
ヲ
与
フ
即

）

ユ
ニ
ヘ
ル
ホ
ー
ム
カ
ル
ミ
ユ
ス
カ
ラ
ス

龍
胆
大
黄
硝
石
杜
松
子
泥
昌
根
芽
根

右
水
煎
、
剛
鉄
大
陽
煎
十
滴
牛
胆
五
分
ヲ
加
へ
法
ノ
如
ク
用
１

鯏
姑
石
一
菱
ヂ
キ
タ
ー
リ
ス
八
ヶ
レ
ィ
ン

右
合
八
服
卜
為
シ
日
二
三
四
服

こ
こ
に
出
て
い
る
の
は
穿
腹
後
の
内
服
薬
の
処
方
で
あ
る
。
ホ
フ
マ
ン
と
い
う
の
は
十
八
道
薬
剤
で
は
鎮
痙
剤
に
分
類
さ
れ
て
い
る

ホ
フ
マ
ン
鎮
痛
液
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
八
世
紀
の
体
系
学
派
の
元
祖
で
名
医
と
い
わ
れ
た
ホ
フ
マ
ン
の
創
案
に
な
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
と

エ
ー
テ
ル
の
混
合
液
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
薬
液
の
生
命
は
永
い
。
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
は
鎮
痙
鎮
痛
剤
ま
た
は
興
奮
剤
と

（
岬
）

し
て
賞
用
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
昭
和
の
『
内
科
診
療
の
実
際
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

腹
水
を
次
の
よ
う
に
内
服
薬
で
治
療
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
薬
は
お
お
む
ね
利
尿
剤
で
あ
る
。

手
術
療
法

（
七
九
）
又
飲
剤
方

（
七
八
）
治
腹
水

酒
石
酸
液
三
分
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②
ま
ず
資
料
に
基
づ
い
て
、
四
則
之
辨
、
二
性
、
六
法
等
の
文
章
を
引
用
し
て
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
臨
床
医
学
に
お
け
る
基
本
的
な
観
点
と
治

療
法
の
種
類
を
示
し
た
。

③
次
に
順
序
不
同
な
「
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
」
の
条
項
を
整
理
し
、
疾
患
別
の
見
地
か
ら
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
概
観
し
た
。

カ
ン
ク
ル

す
な
わ
ち
、
①
悪
性
腫
瘍
に
関
し
て
は
鰕
瘍
の
裁
断
の
仕
方
と
舌
疽
に
対
す
る
処
置
、
②
婦
人
科
に
関
し
て
は
子
宮
癌
転
移
と
帯
下
の

症
例
、
③
徽
毒
に
関
し
て
は
骨
梅
毒
と
水
銀
軟
膏
塗
擦
療
法
、
④
泌
尿
器
に
関
し
て
は
淋
病
性
膝
関
節
炎
と
陰
襄
水
腫
、
⑤
眼
疾
患
に
関

し
て
は
内
障
瞳
孔
散
大
と
角
膜
混
濁
、
⑥
皮
層
疾
患
に
関
し
て
は
痘
瘡
と
小
児
湿
疹
、
⑦
肺
疾
患
に
関
し
て
は
高
良
斎
の
肺
炎
、
⑧
消
化

器
に
関
し
て
は
食
中
毒
と
窪
乱
、
⑨
骨
・
関
節
疾
患
に
関
し
て
は
関
節
症
と
腐
骨
疽
、
以
上
の
例
を
紹
介
し
、
他
の
資
料
も
参
照
し
て
若

①
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
『
藺
方
口
伝
（
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
こ
を
中
心
と
し
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
臨
床
医
学
の
実
態
に
検
討

内
服
方
硝
石
一
味
ヲ
溶
解
シ
テ
聰
用
ス

（
鴫
）

な
お
こ
の
「
験
方
録
」
以
外
の
資
料
に
出
て
来
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
外
科
手
術
に
つ
い
て
少
し
補
足
し
て
お
く
。
大
鳥
に
よ
れ
ば
、
長
崎
の

通
詞
の
吉
雄
権
之
助
の
家
塾
へ
シ
ー
ボ
ル
ト
が
文
政
十
年
五
月
に
赴
い
て
、
い
く
つ
か
の
手
術
を
し
た
記
録
が
吉
雄
の
門
人
に
よ
っ
て
筆
録

さ
れ
て
お
り
、
「
シ
ー
ボ
ル
ト
直
伝
方
治
療
法
」
及
び
「
シ
ー
ボ
ル
ト
治
療
日
記
」
と
い
う
文
書
で
残
っ
て
い
る
。
大
鳥
は
そ
の
う
ち
の
一
例
、

十
二
歳
の
男
児
の
巨
大
な
頭
部
腫
瘍
を
シ
ー
ボ
ル
ト
が
切
除
し
た
記
録
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
手
術
の
術
式
や
そ
の
後
の
経
過
ま
で
詳

し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

を
加
え
た
（

酢
水
蜜
右
三
味
調
合

四

ま
と
め
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側
次
に
治
療
法
の
観
点
か
ら
「
験
方
録
」
を
見
直
し
、
同
時
代
の
資
料
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
臨
床
医
学
の
考
え
方
を
さ
ら
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す
な
わ
ち
、
①
潟
血
の
肺
炎
、
精
神
障
害
等
に
対
す
る
応
用
、
②
阿
片
の
舌
疽
（
舌
癌
）
等
に
対
す
る
応
用
、
③
吐
剤
の
痙
華
、
痘
瘡
等

に
対
す
る
応
用
、
④
下
剤
・
潅
腸
の
肺
炎
、
腸
癌
等
に
対
す
る
応
用
、
⑤
キ
ナ
皮
の
舌
疽
等
に
対
す
る
応
用
、
⑥
ジ
ギ
タ
リ
ス
の
使
用
量

と
心
不
全
に
対
す
る
応
用
、
⑦
半
身
不
随
神
経
病
等
に
対
す
る
温
浴
、
潅
水
浴
等
の
理
学
療
法
、
⑧
腹
水
に
対
す
る
穿
刺
療
法
と
薬
物

療
法
、
⑨
ゴ
ム
腫
等
に
対
す
る
外
科
的
手
術
療
法
、
以
上
の
治
療
法
に
つ
い
て
シ
ー
ボ
ル
ト
の
時
代
的
背
景
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討

を
加
え
た
。

干
の
検
討
を
加
え
た
。

に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
努
め
た
。

献呉
秀
三
「
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
、
そ
の
生
涯
と
功
業
」
一
巻
、
三
八
’
四
三
頁
、
平
凡
社
、
東
京
、
昭
和
四
十
五
年
。

古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
二
二
七
頁
、
日
新
書
院
、
東
京
、
昭
和
十
七
年
。

中
西
啓
「
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
医
た
ち
』
一
四
九
’
一
五
四
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
五
年
。

黒
田
源
次
「
鳴
滝
塾
」
『
シ
ー
ポ
ル
ト
研
究
』
二
三
’
六
○
頁
、
名
著
刊
行
会
、
東
京
、
昭
和
五
十
四
年
。

高
於
菟
三
弓
薬
品
応
手
録
」
に
つ
い
て
」
『
中
外
医
事
新
報
』
一
二
七
一
号
、
三
七
八
’
三
八
四
頁
、
昭
和
十
四
年
。

シ
ー
ボ
ル
ト
著
、
斉
藤
信
訳
「
江
戸
参
府
紀
行
」
一
○
八
’
一
○
九
頁
、
平
凡
社
、
東
京
、
昭
和
五
十
一
年
。

戸
塚
武
比
古
「
シ
ー
ボ
ル
ト
処
方
録
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
二
九
巻
、
四
号
、
三
一
六
’
三
三
九
頁
、
昭
和
五
十
八
年
。

中
村
昭
「
蘭
方
口
伝
（
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
六
巻
、
三
号
、
二
七
’
二
九
四
頁
、
平
成
二
年
。

阿
知
波
五
郎
『
近
代
日
本
の
医
学
ｌ
西
欧
医
学
受
容
の
軌
跡
」
二
七
四
’
二
八
八
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
二
年
。

宇
田
川
玄
宣
く
墨
榊
内
科
撰
要
」
一
巻
、
八
’
九
丁
、
風
雲
堂
、
江
戸
、
文
政
五
（
一
八
一
三
）
年
。
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（
Ⅱ
）

（
岨
）

（
喝
）

（
Ｍ
）

（
巧
）

（
略
）

（
Ｆ
）

（
肥
）

（
岨
）

（
別
）

（
別
）

（
塊
）

（
羽
）

ヘ
ー
刈
詮
一

一
２
｝

ヘ
戸
‐
『
Ｊ
一

一
、
／
】
」

、
ハ
ｈ
Ｕ
－

－
ｎ
／
］
｝

（
”
）

（
羽
）

（
調
）

（
洲
）

『
Ｔ
ｌ
上
〆

－
３
）

阿
知
波
五
郎
「
小
森
桃
嶋
」
京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学
史
」
七
○
八
’
七
二
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
昭
和
五
十
五
年
。

呉
秀
三
「
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
、
そ
の
生
涯
と
功
業
』
三
巻
、
一
四
八
’
一
四
九
頁
、
平
凡
社
、
東
京
、
昭
和
四
十
六
年
。

川
喜
田
愛
郎
「
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
」
下
、
五
七
八
’
五
九
○
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
八
六
年
。

阿
知
波
五
郎
「
広
瀬
元
恭
」
京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学
史
」
七
五
二
’
七
五
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
昭
和
五
十
五
年
。

石
田
純
郎
「
蘭
学
の
背
景
」
八
五
’
八
九
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
八
年
。

土
肥
慶
蔵
「
世
界
徽
毒
史
」
形
成
社
、
東
京
、
昭
和
四
十
八
年
。

團
烏
一
画
目
．
ｃ
君
葛
①
『
国
四
屋
号
ｇ
函
侭
①
目
四
口
．
国
．
西
．
閃
。
、
言
『
目
○
コ
旨
の
９
２
ョ
・
範
二
国
・
ロ
．
留
三
冨
侭
ｇ
ゞ
シ
ョ
豊
の
ａ
画
昌
ゞ
屍
諾

緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
經
験
遺
訓
」
巻
二
十
二
、
三
十
九
丁
、
適
適
齋
、
大
坂
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
。

土
肥
慶
蔵
、
前
掲
害
、
一
六
二
’
一
八
一
頁
。

小
森
桃
嶋
『
蘭
方
枢
機
」
巻
一
、
題
言
、
四
丁
、
胎
安
齋
、
京
都
、
文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年
。

呉
秀
三
、
前
掲
害
、
三
巻
、
三
三
’
三
八
頁
。

国
三
》
］
．
“
弓
彦
①
甸
普
菖
辱
函
の
号
巴
・
琴
］
ｌ
望
両
》
顕
匡
己
ｍ
“
雲
屍
届
．

團
丘
８
３
．
号
．
⑦
．
》
顕
巴
』
吊
○
さ
喧
の
昌
己
白
巴
国
昌
肖
言
ご
一
ョ
罠
○
盲
唱
①
》
団
曽
己
騨
顕
堅
。
ｇ
ご
唱
少
］
お
》
印
胃
冒
帰
了
く
曾
訂
頤
詞
閏
冒
］
》

大
槻
如
電
「
新
撰
洋
学
年
表
」
六
七
頁
、
柏
林
社
書
店
、
東
京
、
昭
和
三
十
八
年
。

四
三
・
］
・
叩
弓
面
①
司
臼
昌
辱
困
曾
ず
里
．
暗
中
略
璽
國
昌
掲
画
雰
昴
届
．

古
賀
十
二
郎
、
前
掲
言
、
二
四
五
頁
。

『
扶
氏
経
験
遺
訓
」
巻
七
、
三
’
四
丁
。

「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
巻
十
六
、
三
十
‐
五
’
三
十
八
丁
。

山
崎
佐
「
日
本
疫
史
及
防
疫
史
」
五
三
○
’
五
四
三
頁
、
克
誠
堂
書
店
、
東
京
、
昭
和
六
年
。

呉
秀
三
、
前
掲
害
、
三
巻
、
二
二
頁
。

川
喜
田
愛
郎
、
前
掲
害
、
下
、
六
一
七
’
六
一
八
頁
。

岸
や
、
、
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ク
レ
ペ
リ
ン
著
、
岡
不
二
太
郎
他
訳
『
精
神
医
学
百
年
史
」
六
○
’
六
六
頁
、
金
剛
出
版
、
東
京
、
一
九
七
七
年
。

呉
秀
三
、
前
掲
害
、
二
巻
、
三
一
七
頁
。

西
川
義
方
他
『
内
科
診
療
の
実
際
」
四
二
七
頁
、
南
山
堂
、
東
京
、
昭
和
四
十
七
年
。

大
鳥
蘭
三
郎
「
シ
ー
ボ
ル
ト
と
日
本
に
お
け
る
西
洋
医
学
」
『
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
」
四
九
四
’
四
九
七
頁
、
名
著
刊
行
会
、
東
京
、
昭
和
五
十

藤
井
尚
久
「
本
邦
疾
病
史
」
Ⅱ
本
学
士
院
編
「
明
治
前
川
本
医
学
史
」
一
巻
、
三
三
○
頁
、
日
本
学
術
振
興
会
、
東
京
、
一
九
五
五
年
。

弓
与
の
１
眉
ゞ
雪
．
》
シ
弓
肯
８
昌
言
旦
昏
の
甸
○
×
哩
○
ぐ
ゆ
四
目
の
○
日
の
○
国
厨
ご
ａ
旨
巴
ご
印
の
の
ゞ
陣
。
、
旨
ｍ
君
ヨ
コ
ｇ
》
国
局
白
冒
瞥
四
目
〕
弓
謡

日
本
臨
床
社
、
東
京
、
一
九
五
○
年
復
刻
。

藤
浪
剛
一
『
温
泉
知
識
』
二
三
八
’
二
六
一
頁
、
丸
善
株
式
会
社
、
東
京
、
昭
和
十
三
年
。

「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
巻
十
一
、
七
丁
。

四
年
。

杉
田
成
卿
訳
「
済
生
三
方
」
天
真
坐

出
国
の
開
扉
国
曲
げ
里
〕
号
巨
の
壷
ユ
国
（

『
済
生
三
方
』
巻
上
、
三
’
七
丁
。

「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
巻
二
十
四
、
一

「
済
生
三
方
」
巻
中
、
一
’
五
丁
。

「
済
生
三
方
」
巻
下
、
六
’
十
丁
。

墨
乖
内
科
撰
要
」
巻
一
、
士
一
Ｔ

「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
巻
十
、
五
丁
。

「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
巻
十
一
、
七
一

「
藺
方
枢
機
』
巻
二
、
一
’
六
丁
。

「
済
生
三
方
」
天
真
楼
、
江
戸
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
。

Ⅷ
Ｐ
座
員
ず
巨
の
壷
ユ
①
局
の
①
の
、
宮
の
言
の
ｑ
の
吋
写
庁
ユ
旨
ヨ
．
司
国
の
ｑ
ユ
ｇ
］

巻
二
十
四
、
三
十
一

十
三
’
十
四
丁
。 丁

0

三
国
四
匡
宍
⑪
聟
①
。
四
》
』
、
一
切

（
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）
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ClinicalMedicineOfP.F・vOnSiebold

byAkiraNAKAMURA

TheauthorelucidatessomeaspectsoftheclinicalmedicineofP.F・vonSiebold(1796-1866)bystudying

amanuscripttitled<'RampO-kuden,namely,dictativeteachingofDutchmedicinebyP.F.vonSiebold",

whichhasnotbeenstudiedenoughyet.

Fromthismanuscripttheauthorconsidersthedescriptionsaboutcancers,gynecologicaldiseases,

syphiliticdiseases,urinarydiseases,ophthalmicdiseases,skindiseases,pulmonarydiseases,gastrointesti-

naldiseasesandosteo-articulardiseases,andtherebyshowstheconceptsandtherapeutictechniquesof

P.F.vonSieboldregardingthesediseases.

Tomakehistherapeuticsmoreclearlyunderstood,theauthorcommentsonblood-letting,opiates,

emetics,purgatives,peruvianbark,digitalis,physiotherapy,abdominalparacentesisandsurgicalopera-

tionswritteninthismanuscript.
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